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第１章 背景 

第１節 ルール変更 

第１項 バックパスのルール変更 

一般的にサッカーのゴールキーパー(以下、GK)はシュートを止めているシーンやクロス

ボールをキャッチ、又は手で弾くシーンなどが最初に思い浮かぶが、現代サッカーでは

GK がボールを足で処理する回数が非常に多くなっていることが明らかになっている。こ

れは、1992 年に導入された通称「バックパス・ルール」が大きく関与している。バックパ

ス・ルールとは、味方選手からの意図的なバックパスを GK がペナルティエリア内で、手

で処理する(ボールを手でキャッチする)ことが反則とみなされるルールであり、その場で

間接フリーキックのジャッジが下される。1992 年以前は、味方の意図的なバックパスを

GK がキャッチすることは可能であった。このルール変更の背景には、1990 年イタリアで

開催された W 杯グループステージにおいて、最終節で他会場の試合状況を確認したチーム

が、グループステージ突破に必要なポイント(勝ち点)を獲得するため、当時 GK はバック

パスをキャッチできたため、味方のディフェンダー(以下、DF)から GK がキャッチをして

時間稼ぎとなる行為を行った。そして、試合を観戦に訪れたサポーターが、試合終了の笛

を待たずに会場を去ってしまう出来事があった。このような行為は、サッカーの技術、戦

術、判断力の総合的なスキルアップの妨げと、サッカーファン離れという深刻な事態を招

く恐れがあるとの判断から、ルールが変更されバックパス・ルールが導入された。 

バックパス・ルールの導入によって、時間稼ぎの防止だけでなく GK のプレーの仕方に

も影響を与えた。図 1 は 1990 年 W 杯決勝と 2010 年 W 杯決勝のルール変更前後の比較で

ある。1990 年 W 杯決勝では手を使ったプレーよりも足を使ったプレーの割合が高いが、

2010 年 W 杯の決勝では足を使った割合の方が高くなっていた。 

 

 

図 1 1990 年 W 杯決勝と 2010 年 W 杯決勝の比較 出典：Power2014,p.197 
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このグラフが示しているように、バックパス・ルールの変更前は GK が手でプレーする

回数のほうが多かったが、変更後は足でボールを処理する回数が増えている。さらに 2010

年決勝の両チーム GK のパフォーマンスを分析した図２ではそれぞれの具体的な回数が示

されている。 

 

表 1 2010 年 W 杯決勝、オランダ対スペインの GK のパフォーマンスの比較 出典：FIFA, 

Goalkeeping, 出版年不明．P.226 

  

   

この表１に示されているように、スペインの GK は手でボールを処理する回数の 2 倍、

オランダの GK に至っては 3 倍近く足元でボールを処理している。また、FIFA が 2004 年

から 2005 年シーズンに 43 試合を対象に行った調査では、GK のプレーの約 3 分の 2 が足

元でのプレーであることが明らかになっている。 

こうして 1992 年のバックパス・ルール導入以降、GK に従来から必要とされている「ゴ

ールを守る」ためのハンドリングテクニックだけでなく、味方からのバックパスを足でコ

ントロールし、さらに配給するという技術が求められていることが分かる。 

 

第２項 ゴールキックのルールの変更 

ゴールキックについて、以前はキックしたボールがペナルティエリアを完全に出た時点

でインプレーとなっていた。つまり、ボールがペナルティエリアを出る前には、味方であ

ろうが相手であろうがボールを触ることができず、触れた場合はもう一度やり直しとなっ

た。しかし、2019 年 7 月にゴールキックのルールが変更され、ゴールキック時に相手チー

ムの選手はペナルティエリアに入れないものの、キックが行われた時点でインプレーとな

り、ペナルティエリア内での味方へのパスが可能になった。その結果、GK がゴールキッ

クの際にボールを失う可能性が高いロングボールを蹴るのではなく、ボールを失う可能性

が低いペナルティエリア内に位置を取る味方選手にショートパスを出し、ビルドアップで

プレーを再開するチームが増加することとなった。つまり、現代サッカーの戦術的傾向の
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一つである「ボールを支配する」という部分で、このルールは有効なのである。しかしな

がらゴールキックからのビルドアップを狙ってボール奪取を試みることもできる。早い段

階で GK へプレッシャーをかけ、ボールを奪えばそれは大きな得点チャンスとなるから

だ。 

したがってここで重要となるのが GK の足元の技術であり、さらにフィールドプレイヤ

ーとしての技術・判断力である。GK の足元の技術が高ければ高い位置でのプレッシャー

をかいくぐることができ、さらに相手が前線から人数をかけてボールを奪いにきており最

終ラインの人数が減っているため、正確な判断力とキックの技術があれば一気にチャンス

を構築できるのである。したがって、GK のフィールドプレイヤーとしての技術・判断力

が高いほど相手は前方からプレッシャーをかけることができなくなり、その結果、後方か

らのゲームの組み立て、ビルドアップが容易になり攻撃のオプションが増えることにな

る。こうしてゴールキックのルールの改正により GK に対するフィールドプレイヤーとし

ての能力が、今後ますます必要とされることが考えられる。 

第２節 現代サッカーの戦術 

第１項ポゼッションサッカー 

現代サッカーの特徴として、攻撃に於いてはボールを失わずパスワークによってボール

保持率を高め、ゲームを支配し攻撃を組み立てようとするチームが増加している。スペイ

ン・リーガ・エスパニョーラの FC バルセロナ、イングランド・プレミアリーグのマンチ

ェスターシティーはその代表的なチームである。 

第２項ハイプレス 

守備に於いては DF ラインを高く設定し、相手を複数人で囲い込むことで素早くボール

を奪い、ゴールに結びつける攻撃的な守備をする傾向が強くなっている。2022 年カタール

W 杯においては日本代表も前田大然選手がスプリントを繰り返し相手 GK や DF にプレッ

シャーをかけるようなハイプレスをかけてショートカウンターを狙うような戦術が取られ

るようになった。したがって選手間の距離が短くなり、相手に対するアプローチやコンタ

クトプレーが激しさを増し、考えるスピード、プレースピードの速さが求められるのであ

る。以上の 2 点をふまえて、イタリア人指導者レナート・バルティは次のように現代サッ

カーの特徴を述べている。 

「モダンサッカーの進歩は、積極的にボールを支配し、ゲームを支配する戦い方を良し

とする、したがってボール保持の局面では後方からパスを繋いでビルドアップし、主導権

を握って戦おうとする方向へと向かっています。リーグの中で戦略的に優位性のある強豪

クラブはもちろん、多くの試合で劣位に立たざるを得ない中堅・弱小クラブですら、そう

した志向を強めています。その一方でボール非保持の局面では、アグレッシブにボールに

プレッシャーをかけて、できる限り短時間で、そしてできるだけ高い位置で奪回しようと

する。それが最も効率的かつ効果的に相手ゴールに迫るための手段であるからです。この



 

4 

 

2 つはいずれも、プレーの中に GK がアクティブな形で関与することを要求します。つま

り、ビルドアップの参加と最終ラインの裏のスペースのカバーです。」 

(バルティと片野、2021、p.41) 

第３項PK ストップの技術 

W 杯のようなノックアウト方式の大会では PK 戦が増加傾向にあり、カタール W 杯で

は PK 戦の実施数が過去最多の 5 試合、ロシア大会では 4 試合で PK 戦が行われ、実際に

日本がベスト 16 で敗退した 3 大会のうち 2 大会は PK 戦で敗れているように、GK の PK

ストップの技術の重要性が高まる傾向にある。 
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表 2 W 杯における PK 戦の回数と結果 

 

1982年スペイン大会(１) 準決勝 西ドイツ 5-4 フランス

準々決勝 フランス 4-3 ブラジル

準々決勝 西ドイツ 4-1 メキシコ

準々決勝 ベルギー 5-4 スペイン

決勝トーナメント1回戦 アイルランド 5-4 ルーマニア

準々決勝 アルゼンチン 3-2 ユーゴスラビア (現:セルビア)

準決勝 アルゼンチン 4-3 イタリア

準決勝 西ドイツ 4-3 イングランド

決勝トーナメント1回戦 ブルガリア 3-1メキシコ

準々決勝 スウェーデン 5-4ルーマニア

決勝 ブラジル 3-2イタリア

決勝トーナメント1回戦 アルゼンチン 4-3イングランド

準々決勝 フランス 4-3イタリア

準決勝 ブラジル 4-2 オランダ

決勝トーナメント1回戦 スペイン 3-2アイルランド

準々決勝 韓国 5-3スペイン

決勝トーナメント1回戦 ウクライナ 3-0 スイス

準々決勝 ドイツ 4-2アルゼンチン

準々決勝 ポルトガル 3-1イングランド

決勝 イタリア 5-3フランス

決勝トーナメント1回戦 パラグアイ 5-3 日本

準々決勝 ウルグアイ 4-2 ガーナ

決勝トーナメント1回戦 ブラジル 3-2 チリ

決勝トーナメント1回戦 コスタリカ 5-3 ギリシャ

準々決勝 オランダ 4-3コスタリカ

準決勝 アルゼンチン 4-2オランダ

決勝トーナメント1回戦 ロシア 4-3スペイン

決勝トーナメント1回戦 クロアチア 3-2 デンマーク

決勝トーナメント1回戦 イングランド 4-3 コロンビア

準々決勝 クロアチア 4-3ロシア

決勝トーナメント1回戦 クロアチア 3-1日本

決勝トーナメント1回戦 モロッコ 3-0スペイン

準々決勝 クロアチア 4-2ブラジル

準々決勝 アルゼンチン 4-3オランダ

決勝 アルゼンチン 4-2フランス

2006年ドイツ大会(4)

2010年南アフリカ大会(2)

2014年ブラジル大会(4)

2018年ロシア大会(4)

2022年カタール大会(5)

1986年メキシコ大会(３)

1990年イタリア大会(4)

1994年アメリカ大会(3)

1998年フランス大会(3)

2002年日韓大会(2)
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第３節 本研究の問題意識 

GK にとって、バックパス・ルールの導入やゴールキックのルールの変更とポゼッショ

ンサッカーやハイプレス戦術と相まって、現代サッカーの GK の役割としてゴールを守る

技術だけでなく GK もまた積極的にプレーメイキングに関わることが求められるようにな

った。また、W 杯のようなノックアウト方式の大会において PK ストップの技術をはじめ

ゴールを守る技術が勝敗に大きく影響を与えるようになっている。 

このように攻守における戦術的な進化により GK の役割は大きく変化し、足元の技術に

おいてフィールドプレーヤー(以下 FP)と同等かそれ以上に高度な技術と判断力と、ゴール

を守る技術の両方が高い水準で求められており、世界でもこの変化に対応できる GK は多

くない状況である。筆者の現役時代と比べて現代サッカーにおける GK の役割に大きな変

化を感じているが、強豪国は GK の育成や強化をどのように行っているかに疑問を持って

いる。 

 

第４節 先行研究 

日本においてこうした GK の役割変化について研究したものとして、末永ら（2001）が

ある。末永らは 1992 年のバックパス・ルールの変更以後、GK の足を使うプレーがいかに

増加しているかを、1998 年 W 杯本大会で準決勝に出場した GK4 選手のプレー、および日

本代表歴のある 4 人の GK の J リーグや代表戦におけるプレーから分析した。さらに、ジ

ュニア年代から大学生年代までのサッカー指導者 138 名にアンケートを行い、日本での

GK 指導の現状を把握しようとした。前者では、1994 年のアメリカ大会に比べてスローイ

ングやパントキックの頻度が減り、足でのプレーが増加したことが確認され、さらにオラ

ンダのファン・デル・サールは極めて高い水準でビルドアップに関わっていることがわか

った。また後者のアンケート調査では、指導者たちは GK の新たな役割は認識しつつも

GK 専門のコーチがいない状況が多いことが明らかになっている。 

Sainz de Baranda Pilar et al.(2006)2002 年日韓 W 杯に 54 試合に出場した 34 名の GK を

対象に、相手の攻撃の種類、相手からラストパスを出されたエリア、最もよくシュートを

打たれたエリアの分析や、ラストパスやシュートを止める際に最もよく使われる体の部位

の調査が行われていた。また、Sainz de Baranda Pilar et al.(2019)は 2011 年女子 W 杯の

GK の攻撃と守備について分析し、予選突破をした国は、予選敗退した国よりも GK の攻

撃参加が多くパスの成功率が高いことが示された。このように、GK のスタッツの分析か

ら GK の傾向を捉えようとする研究が行われていた。 

Fabian W et al.( 2020)は、15 人のゴールキーパー専門コーチを対象に「現代サッカーの

ゴールキーパーはどのようにトレーニングを行っているのか」という包括的な研究課題を

検証し、半構造化インタビューにより、GK のパフォーマンスにとって重要なスキルに関
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する専門家コーチの見解と、これらの重要なスキルを開発するために使用されているトレ

ーニングアプローチを調査した。その結果、GK コーチは、意思決定スキル、運動能力、

メンタリティー、テクニカルスキルの 4 つのスキルセットが必須であるとみなしているこ

とが明らかになった。 

末永ら(2001)をはじめ GK を対象に行われた研究は非常に意義深いものではあるが、筆

者が問題意識として挙げた GK の足元の技術が求められている傾向を裏付けるものとはな

るものの、実際のトレーニング内容を示すには至っていない。また Fabian W et al.( 2020)

は各国の GK にインタビューをしているが、現代サッカーの戦術的進化を足元の技術とい

う観点に絞った調査は行われておらず、GK の役割変化に対応した具体的な育成の考え方

や指導法の提示には至っていなかった。 

 

第５節 目的 

本研究は、現代サッカーにおける GK の役割の変化に基づいた練習内容や考え方につい

て国内外の事例を踏まえ、新たな GK の練習法を提示することを目的とする。 
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第２章 方法 

第１節  事例の収集 

第１項インタビュー調査（クラブ関係者） 

ブラジル(サントス FC、アトレチコ・ミネイロ) 

ブラジルのサントス FC のトップコーチである Mauro Mestriner と U23GK コーチの

Fabio Antunes 氏、さらにアトレチコ・ミネイロのトップチーム GK コーチ及び育成ダイ

レクターを務めている Danilo Minutti を対象とし、マウロ氏とファビオ氏には 2022 年 6

月 28 日に、ダニーロ氏には 6 月 16 日にそれぞれ ZOOM にて 90 分程度で「近年の GK

の役割や位置付け」「GK の具体的な練習内容」「GK の育成に対する考え方」等の質問を

行った。 

欧州トップクラブ 

ハビエル・ガルシア氏は世界的に評価の高いスペイン人指導者ウナイ・エメリ監督の腹

心として、イングランド・プレミアリーグのアーセナル FC、フランス・リーグアンのパ

リサンジェルマン、スペイン・リーガ・エスパニョーラのセビージャ FC、ビジャレアル

CF というヨーロッパ屈指の強豪クラブを渡り歩き、UEFA チャンピオンズリーグの舞台

を経験してきた。現在はイングランド・プレミアリーグのアストン・ヴィラ FC で GK コ

ーチを担当し、それぞれのクラブでリーグ優勝、またはカップ戦のタイトル獲得に貢献

し、GK の指導に於いて高い評価を得ている。ガルシア氏には 2022 年 8 月 5 日、ZOOM

にて 60 分程度で「トップクラスの GK の条件」と「トップクラスの GK との接し方、導

き方」、「トレーニング方法」、「ガルシア氏が考える GK そのものの捉え方」等の質問を行

った。 

FC 東京 

FC 東京の U15 で GK コーチを務め、現在は FC 東京トップチームのアシスタントコー

チをされている山下渉太氏を対象とした。山下氏には 2022 年 3 月 6 日に ZOOM にて 60

分程度で「J リーグクラブの下部組織の現状」「ジュニアユース・ユース年代の GK 育成の

課題」等の質問を行った。 

 

第２項インタビュー調査(元選手) 

元アルゼンチン代表 GK ウルバド・フィジョール氏 

元アルゼンチン代表 GK で 1974 年、1978 年、1982 年と 3 度の W 杯に出場し、1978 年

アルゼンチン大会の優勝メンバーであるフィジョール氏を対象とした。フィジョール氏は

現役時代 1 対 1 の局面を得意としており、相手のドリブルに対して飛び込まずに駆け引き

をし、相手の動きを観て対応するという当時としては独特な手法で何度も決定機を防い

だ。引退後は、アルゼンチン代表の GK コーチを務める等、後進の指導に力を注ぎ、現在
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はアルゼンチンの名門 CA リーベル・プレートのアドバイザーとして活躍している。2022

年 W 杯カタール大会で優勝したアルゼンチン代表の GK の活躍にもあったようにアルゼ

ンチンもまた優秀な GK 人材を輩出する国である。フィジョール氏には 2022 年 7 月 8 日

に ZOOM にて 60 程度で、「アルゼンチンにおける GK の考え方と育成」、「フィジョール

氏の W 杯で優勝した経験」等の質問を行った。 

 

第３項 インタビュー内容の分析方法 

録音したインタビュー内容の逐語録を作成し、内容の要約を行った。 

 

第４項 文献調査 

日本の GK の育成状況について記載がされている日本サッカー協会からの提供資料等の

文献調査を行った。 

 

第５項 筆者の経験 

Masters et al. (2007)は、PK のキッカーが GK の動きを意識しないで蹴る場合と意識し

て蹴る場合では、意識しないで蹴る場合の方がゴールする確率が高いことを示したもの

や、Michael Horn et al.(2020)プレミアリーグの試合中の PK の得点の傾向を調べシュート

コースが上の方が下の方より得点をする可能性が高いことを示したもの等、統計的に PK

の成功率を検証するような研究が行われていたが、具体的に PK ストップの技術や経験を

まとめた研究はなかった。従って、筆者の PK の経験当事者・自己しか知り得ないことを

解明する方法とされる自己エスノグラフィー(autoethnography)の方法に準じ、筆者が選手

として経験した 2004 年アジア杯ヨルダン戦、2006 年 W 杯クロアチア戦、2007 年アジア

杯オーストラリア戦と指導者として経験をした 2021 年オリンピック東京大会において、

取り組んだことや考えていたこと等を書き出した。 
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第６項 倫理的配慮 

倫理的配慮として、インタビュー冒頭に本インタビューの趣旨と発表媒体について説明

した後、実名の使用や画像の使用の条件についてそれぞれ説明し、同意を得た。 

  

第２節 本研究の構成 

本研究は次の 5 部構成からなり、第３章では日本の GK の育成の現状、第 4 章ではブラ

ジルにおける GK の指導、第 5 章では欧州トップクラブにおける GK の指導、第 6 章では

アルゼンチンにおける GK の指導、第 7 章では筆者の PK 戦の経験とした。各章において

結果と考察を述べ、第 8 章にて総合考察として日本及び海外の事例を踏まえて新たな練習

方法の提示を行った。 
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第３章 結果１ 日本における GK 育成の現状 

 

本章では現在の日本サッカーにおいて GK がどのような指針のもとに、どのように育成

されているのかを明らかにし、そこでの課題を示した。まず、日本サッカー協会（JFA）

がこれまでにどのような育成方針を提示してきたのか、さらに J リーガーとなる GK がど

のようなパスウェイを通過してきたのかを JFA の資料から整理する。次に、高体連の資料

をもとに、U18 世代の GK のパフォーマンスが J ユースクラブと高体連チームとでどのよ

うに異なるかを示す。最後に、実際の育成現場ではどのような基準・判断によって GK を

スカウトし育成しているかを、FC 東京の U15 チームのコーチを務めていた山下氏へのイ

ンタビューから明らかにしていく。 

 

第１節 これまでの JFA の育成方針 

日本サッカー協会技術委員で 1999 年 JFA・GK プロジェクトを立ち上げた加藤好男氏

は、2006 年の段階で JFA として年代ごとに GK 育成の課題について報告している（JFA

テクニカルニュース 44 号）。以下にその要点を整理していく。 

まず U-12 年代の問題点は以下の 3 つだとされる。1 つ目はロングフィードの多用を改

善することである。ショートパスと比較するとロングキックでのパス成功率は低くなる。

試合状況に応じてロングキックも時には必要となるが、ボールを相手に簡単に渡さないた

めに正確なパスを繋いでゴールに結びつける習慣を身に付けなければならない。2 つ目は

運動能力の低下である。ここ数年の U12 世代の GK の動きをトレーニングで観察したとこ

ろ、前転、後転、側転といった身体の操作性と柔軟性の低下、ボールを遠くへ投げること

ができないといったことが課題として見受けられる。これは、学校体育の授業で行われて

いたマット運動や器械体操といった運動種目の減少、サッカー以外の野球やソフトボー

ル、ドッジボールといった上半身を使った競技を行なっていない現状が理由として考えら

れる。3 つ目はプレスキックが蹴れないことである。この年代は「サッカーをする」こと

が推奨されており、ドリブル練習やパス練習、ボールコントロールの練習に比重が置かれ

ている可能性が高く、ピッチサイズも含めキック練習の頻度が少ないことが考えられる。

サッカーはボールを蹴ることがベースであり、ボールを置いて蹴る、又は持って蹴るため

のトレーニングの必要性を今後考えていくべきである、とする。 

次に U14 年代の課題は以下の 3 つである。1 つ目は GK の姿勢づくりであるが、GK の

動作獲得を含め、この年代が最も重要な時期だとされる。FIFAW 杯に出場している選手

を見ても同様な姿勢が見られることから、U14 世代から素早い動き出しを意識した上での

GK としての基本姿勢を身に付けていく必要がある。2 つ目はキャッチングである。GK に

とって最もベーシックであり重要なテクニックである。この年代は、ボールのサイズ(4 号
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球から 5 号球)、GK 自身の手の大きさの変化に伴い、身体的な特徴も飛躍的に変化してい

く。そうした状況を踏まえ、正確なキャッチングを行うための手や身体の使い方を習得し

なければならない。従って、ボールの変化やボール状況に適応し、安定したキャッチがで

きるための反復トレーニングが重要である。3 つ目はゲームへの関わり。サッカーでは、

味方がボールを保持しているときの攻撃、相手がボールを保持しているときの守備、味方

ボールから相手ボールに変わる攻撃から守備への切り替え、相手ボールから味方ボールに

変わる守備から攻撃への切り替えと、4 つの局面が存在する。この 4 局面のなかで、ボー

ルに関与していない時の GK の役割は、味方選手に情報を伝えるコーチング、状況に応じ

て対応するための準備である。相手がボールを保持している時の自身の守備は意識できて

いるが、自身がプレーに関わっていない時の「ゲームへの関わり」を今後、追求していく

必要があるという。 

U16 年代の課題としては以下の 5 つが挙げられている。1 つ目はシュートに対しボール

を掴むか弾くかの判断と弾く際のプレーである。この年代からボールの回転やスピード、

自分との距離や変化に対し、掴むか弾くかの適切な判断が求められる。弾くのであれば、

ゴール前へリバウンドを作らないために弾く方向を限定する。またはチームメイトと連携

して味方の攻撃へ繋げるための状況判断とプレー技術も求めていく必要がある。2 つ目は

クロスの対応である。この年代では、トレーニングではクロスボール(ハイボール)に対し

高い位置でボールをキャッチできている。しかし試合では失敗を恐れるからかチャレンジ

できていない、又はトレーニングでできているがことが試合で発揮されていない。これ

は、結果でプレーが評価される若年層の GK にとっての問題でもあり、指導者の働きかけ

も含め、今後追及していく必要がある。さらに相手選手とのコンタクトに対する体幹の強

さやボールを弾く際のパンチングスキルの改善等、段階的なトレーニングでのプレーの改

善が求められる。3 つ目は攻撃への参加(配球)である。U-16 年代になるとゲームへの関わ

りに積極性が出てくるが、試合状況に応じた効果的な配球が出来ていないケースが見られ

る。また、攻撃参加(配球)に関しては、個人戦術やチーム戦術、チームのレベルによって

プレーの選択が異なり、選手の特徴が顕著に現れる。試合との関連性もあるが、試合状況

に応じたプレーの選択ができる個人戦術を身に付ける必要がある。4 つ目は体幹、筋力の

強化である。現代の GK がボディコンタクトを受けるその背景は「ゴールキーパーチャー

ジ」という GK が保護されてきたルールが改訂されたことにある。すなわち多少の接触が

あっても反則が取られないルールに変更されたのだ。そうした状況下では、GK は自分の

身を自分で守る身体の強さが必要になる。また GK 自立期(完成期)へと向かうため、プレ

ーの力強さも身に付けなければならない。5 つ目はリーダーシップである。GK という存

在は最後尾から戦況を見つめ、選手に声を掛け、試合の流れや相手の状況を伝える存在で

あり、フィールド全体を見渡すことができるポジションである。プレー一つ一つの決断と

責任が問われ、絶対的な信頼感が必要とされる。リーダーシップが重要なキーワードとし

て、GK のスキルと共に世界基準のメンタルを目指すことが求められている。 
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以上の加藤氏の報告から、JFA は 2006 年の段階で攻撃に関わる重要性とキックの質、

ゲームへの関わりを課題として挙げており、育成年代から GK は 11 人目のフィールドプ

レイヤーとして機能する事を、2006 年当時から課題として認識させる取り組みを行ってい

るのである。しかしながら、この報告から 15 年以上が経過した現在でも、それを具体的

にどのような方法によって実現していくのかが模索されているのである。 

 

第２節 J リーグ登録 GK のパスウェイ 

サッカー選手の育成は中体連や高体連、街クラブや J クラブユースなど多岐にわたって

おり、GK の育成に関してもその在り方は様々である。本節では現在 J リーガーとして在

籍する GK がそれまでどのような育成ルート（パスウェイ）を経てきたかを跡付け、現在

の日本サッカーにおける GK のパスウェイとその特徴を示した。 

JFA が、J リーグでプレーする選手達のパスウェイを調査したデータによると、2022 年

の J リーグ(J1、J2、J3)では 217 人(日本人選手 198 人、外国籍選手 19 人)の GK が登録さ

れている。ここではカテゴリーごとに GK のパスウェイとその特徴を整理し、3 種(中学年

代)から 2 種(高校年代)、2 種から 1 種(プロまたは大学生)の育成年代の経路を示した。 

 

 

表 3  J リーグ登録 GK の平均身長と平均年齢 出典：JFA 

 

 

J1、J2、J3 の各カテゴリーに於ける平均身長と平均年齢を示したものが表 3 である。平

均身長は、J1 は 187.6cm、J2 は 186.22cm、J３は 185.02cm と、若干ではあるがカテゴリ

ーが上がるごとにサイズ(身長)の大きさを求められていることがわかる。平均年齢につい

  

                       

日本  60 -8 186 4   -0 16  28  8       

   11  2 190 2    1 38  30 54       

   1 -6 18  06   0 16  28 85       

  

                       

日本      1 186 00   0 36  26 92       

   5 -2 189 1   -1 12  25 5        

  82 -1 186 22   0 18  26 93       

  

                       

日本  60 184 82  2  51 

   3 189 00  25 14 

  63 185 02  2  39 
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ては、J2 が 26.93 歳と J1 の 28.85 歳、J3 の 27.39 歳と比較し最も若い数字となってい

た。J1 のケースでは、日本最高峰のリーグとして、選手としての積み重ねてきた実績とパ

フォーマンス、豊富な経験からのチームへの貢献度といった要素が必要とされることか

ら、平均年齢の高さが傾向として表れていた。 

 

表 4  J リーグ選手の 2 種、3 種の出身区分（J アカデミーは J クラブのアカデミー)  

出典：JFA 

 

次に表 4 は、J リーグ選手の 2 種(高校年代)、3 種(中学年代)の出身区分である。横軸、

3 種の欄を見てみると、街クラブから J リーグへ輩出している割合が、J アカデミーから J

リーグへ輩出している割合に次ぐ高い数字を示していた。J2 に関しては J アカデミー、街

クラブ共に輩出人数の割合が 41%と同じ数字であった。街クラブの存在が、3 種に於いて

日本の GK 育成に貢献していることが分かった。 

 

表 5  J リーグ選手の 3 種から 2 種への経路 出典：JFA 

 

 

3 種から 2 種への経路について示したものが表 5 である。この表からカテゴリーが上が
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るほど、J クラブの U15 から U18 での一貫指導が多くの割合を占めていることがわかる。

特に J１では一貫指導の割合が 41.7%と数字として顕著に表れていた。また、J2 では

35.9%の選手が街クラブから高体連のチームに進んでいる傾向がみられた。 

 

表 6  J リーグ選手の 2 種後の経路 出典：JFA 

 

 

表 6 から、J1 のクラブではアカデミーからそのままトップチームへと昇格している割合

が全体の 41.7%と、J2 の 26.9%、J3 の 23.3%と比較しても非常に高いことが分かった。

また、J2 のクラブでは 39.7%、J3 のクラブでは 43.3%と約 4 割が高体連から大学に進む選

手達を獲得していた。 

 

以上の J リーグ GK のパスウェイに関する資料から、以下の 3 点が明らかになった。 

1 つ目は、J1 においては、中学生年代から J アカデミー(J クラブ)で継続して育成された

選手が多いことである。J1 のレギュラーとしてプレー、又は在籍している選手(外国籍選

手を除く)になると優秀な選手をクラブとして囲い込み、一貫指導で育成することで将来的

にクラブのトップチームでプレーさせるビジョンがあることがわかる。 

2 つ目は、3 種(中学生年代)に於ける、J アカデミー以外の街クラブの J リーグに多くの

選手を輩出している割合の高さである。中学生年代では、街クラブの存在が優秀な GK を

輩出する上で重要な役割を果たしていることが結果からも明らかになっている。 

3 つ目は、J2、J3 になると 2 種(高校年代)から大学、大学からプロという経緯が多くな

ることである。大学生の場合、クラブとしては即戦力としての期待値が高いため、GK に

とって J1 のクラブのような外国籍選手が登録されているチーム状況での早い段階での出場

機会の確保は難しい。従って、選手側の試合出場機会の確保と、クラブ側の求める選手像

の一致が、J2、J3 に大学卒業後の選手が多く在籍する理由として考えられる。 

以上の結果をふまえれば、J1 のクラブであれば早い段階から選手をリクルートし、高い

レベルで一貫した指導を与えることができていると考えられる。しかしその一方で、多く

のプロ選手を輩出している街クラブや大学の一部のチームでは資金面その他の事情のため
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に専属の GK コーチがいないケースが多く、選手が専門的な指導を受けていない現状もあ

る。GK 育成の裾野を広げ、より幅広く可能性のある選手を発掘することを考えるなら

ば、J アカデミー以外でも質の高い GK 指導を充実させるかが重要となるだろう。 

 

第３節 高体連と J クラブの GK の状況  

育成年代のサッカー選手にとって一つのクライマックスであり、さらに上のカテゴリー

へ進む出発点となるのが 2 種といわれる U18 年代である。本節では U18 年代の GK の現

状を整理していく。2021 年度に行われたユース年代(高校生)の大会、日本クラブユースサ

ッカー選手権大会と全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会について、JFA テクニカ

ルスタディグループ(TSG)が大会全般について総括し、守備、攻撃、切り替え、セットプ

レーの攻撃と守備についてそれぞれ報告している。そして GK についても報告されてお

り、報告内容は以下の通りである。 

 

第１項 クラブユースの GK の特徴 

大会に参加した 116 人の GK の平均身長は 181.9cm であり、2019 年の 181.1cm、2020

年の 180.8cm の数字から比較すると約 1cm 伸びている。身長の中央値は 182cm で、

180cm 以上 185cm 未満が 50 人、185cm 以上 190cm 未満が 26 人であり、実際に試合に出

場している大半はこの身長の範囲内の選手達である。因みに 190cm 以上の選手が 7 人と、

2019 年の 6 人、2020 年の 2 人から増えているが、試合に出場しているのは 2 人であっ

た。GK の大型化は進んでいるが、この大会ではサイズに関する懸念材料はなかった。ま

た、大会初戦に出場している GK32 人中 21 人がジュニアユースから昇格している選手達

であり、クラブの一貫指導も成果を上げている。 

守備に於いて上位進出したチームの GK はシュートストップに関しては、ボールスピー

ドや回転、ディフレクションが有るか無いかの状況に対し、ボールをキャッチ、又は弾く

判断と弾く方向を見極めた上で冷静且つ的確に対応していた。状況が把握し易い相手の中

央からの攻撃に対し、的確なポジション修正と戦術的なコーチングができていたが、サイ

ドからの同一視が難しい状況になると、重心移動、シュートの瞬間にポジションを取るタ

イミングにズレが生じ、失点する場面が多く見られた。 

試合の流れの中でのクロスの守備に於いては、時間とスペースに余裕がある状況のなか

では積極的にチャレンジしキャッチ、又はパンチングで防ぐ積極性が見られた。しかし、

セットプレー(コーナーキック、フリーキック)での対応、いわゆるゴール前が密集した状

態になるとそれ自体が気になってしまい、的確なスタートポジションからの冷静な判断が

できなくなる傾向が見られた。 
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ディフェンスラインの背後をカバーする守備に関しては、ケアする意識は高くなってい

た。ボール状況に対し、前後のポジション修正は頻繁に行っていたが、横方向へのポジシ

ョン移動はプレーに関与しなくなるにつれ意識が薄くなっているように見えた。 

またゴール、ペナルティエリアから飛び出し、ファールを与える場面も見られたが、こ

れはボール状況や相手選手の走る方向、味方ディフェンスとのプレーの意図があるか無い

かを総合的に判断できていないことが考えられる。DF ラインの背後をカバーするポジシ

ョニングに関しては、ネガティブトランジション(攻撃から守備への切り替え)の場面では

準備を含め緻密に修正されていたが、ポジティブトランジション(守備から攻撃への切り替

え)の局面では緊張の緩みからか、切り替えが遅れてしまう場面も見られた。 

攻撃での関わりに於いては、GK からボールを大事にする傾向が強くなっている印象が

あるとされている。ゴールキックからショートパスを繋いでビルドアップを試みるチーム

が増えていたが、相手陣内までボールを運べているとは言い難く、相手の速いプレスを回

避できず、自陣でボールを失うケースが多かった。 

オープンプレーに於いても、サポートポジションを取る、プレッシャーを受けた状況の

なかでセンターバック、ボランチにしっかりパスを繋ぐことは習慣化されている。しか

し、相手のプレスからボールを失うことを警戒し、逆サイドへの長い距離のパスや浮き球

のパスを選択しない、又はチャレンジしない傾向が見られた。ディストリビューションに

関しては、攻撃の優先順位を意識しゲーム状況や時間帯によって効果的にロングボールを

供給していた。 

クラブユースの GK に関しては以上のように報告されていた。 

 

第２項 高校総体における GK の特徴 

今大会における登録選手データから見ると、出場 52 チーム中、GK100 人の平均身長は

178cm であった。この数字は 2019 年の 177.1cm、2020 年の 177.4cm を上回っており、

身長 185cm 以上の選手も 11 人と、過去 2 回の大会では 7 人であった数字を上回ってい

る。また試合出場 GK の平均身長が 179.5cm、身長 185cm 以上が 8 人と従来に比べ GK

の大型化が進んでいる。 

守備の局面では、シュートストップのテクニックは安定しており、クロスに対する守備

もチャレンジする積極性が見られた。ボールをキャッチするのか、又はパンチングで弾き

出すかの判断も明確で、守備全般のテクニックの発揮はしっかりと習得されている印象を

受けた。その一方でポジショニングに関しては改善の余地がある。相手の中央からの攻撃

に対する守備では、視野の確保による状況把握ができているが、スルーパスに対するスタ

ートポジションの前後左右のズレや、構えのセットがされていない状態でシュートを打た

れ、反応が遅れる場面が見られた。また、サイドからの速い攻撃になると、同一視するこ

とが難しくなるため、クロス又はシュートに対するポジション取りが中途半端になり、構

えるタイミングが遅れる場面が見られた。チームが攻撃している場面、又は切り替えの局
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面でのボールに関わっていない時の適切なポジションを取る意識が、やや希薄な印象を受

けた。 

攻撃の局面では、チームの戦い方によって GK のプレーの選択肢が異なっていた。後方

からのビルドアップから、GK がショートパスで積極的に関わる一方で、自陣内でボール

を失うリスクを避けるためにロングボール主体(ゴールキック含め)の戦術を取るチームも

比較的多く見られた。常に攻撃の意識があり、ボールを確保したあとの守備から攻撃への

切り替え(素早いスローイングやサイドボレー)が可能な GK が存在するチームは、上位進

出を果たしている。 

 

第３項 U18 年代の GK の現状 

以上の報告から、U18 年代(クラブチーム、高体連)の選手達の共通点として、サイズの

大型化、守備に於けるシュートストップでの安定したテクニックの発揮については、習慣

化され進化していることがわかった。ただ、視野の確保が困難、又はゴール前に選手が密

集している複雑な状況でのクロスの守備ではクラブチーム、高体連共に課題を残してい

る。攻撃、守備共にピッチの中で GK がどのようなポジションを取るべきかという戦術的

な部分では、専門的な GK コーチの指導を受けているクラブユースの選手達が状況に応じ

たポジションを取れていることも報告から明らかになっている。 

攻撃に関してはクラブユース、高校総体で比較するとそれぞれ特徴が分かれている。 

 

表 7 クラブユースの攻撃のデータ 出典：JFA 
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表 8 高体連・高校総体の攻撃のデータ 出典：JFA 

 
 

表 7、表 8 はクラブユース、高校総体それぞれの準決勝、決勝合計 3 試合の攻撃のデー

タに関する表だが、2018 年度、2019 年度、2021 年度の攻撃でのプレー成功率を比較する

と過去 3 大会に於ける平均は、クラブユースが 50.7%に対し、高校総体は 30.7％と 20％

近く低い数字となっている。GK が起点となり、ボールを失わずにハーフェーラインを越

えた回数の過去 3 大会の合計回数も、クラブユースの 99 回に対し高校総体の 61 回とクラ

ブユースの選手達が効果的にボールを前線に運べていることが数字からも明らかになって

いる。このような数字の差は、高体連のチームの勝利偏重によるリスク回避、又はロング

ボール戦術の多用が要因として挙げられる。 

ショートパスの多用と比較し、ロングボールの多用はプレーの成功率を下げることにな

るが、ロングボールを選択する場合の戦術的な工夫と選手起用を含め、2 種年代から専門

的な GK コーチの指導と、コーチの戦術的な理解力が攻撃でのプレー成功率の上昇につな
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がることが考えられる。しかし、高体連のチームの学校の方針により専門的なコーチの招

聘が困難であることも事実であり、この差を埋めることは容易ではない1。 

だがその一方で、クラブユースがすべて完成しているかというとそうでもないことがわ

かる。ディストリビューションにおける判断や、フィールド選手との関係性の構築につい

てはまだ十分ではないと報告されているのである。こうした現状は日本の GK が抱える課

題といってもいいだろう。次節では、2022 年の W 杯で日本代表として活躍した権田修一

選手を輩出した FC 東京の GK 育成について紹介していく。 

  

 
1  報告の最後に高校総体に参加の 52 チーム中 4 チームが控えの GK を登録しておらず、GK 経験者のフィール

ドプレイヤーを兼任させているという報告があった。GK のみプレー可能な選手には厳しい現実ではあるが、サッカー

の質の向上を考慮した場合、このような編成を行うチームが今後増加することも考えられる。 
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第４節 J クラブ下部組織の現状 （FC 東京） 

 

第１項 スカウティングについて 

まず FC 東京のジュニアユースは 2 チームあり、各チームに 2 人ずつ計 4 人をクラブと

して同時に獲得できることで、複数の優秀な選手を指導できるメリットを感じていると山

下氏は話していた。身体のサイズに関しては、本人と両親を見てサイズ感が出そうな選手

に注目するという。また、小学生年代で GK 経験のない選手でも GK として獲得するケー

スもある。GK のプレーの面では GK の技術面にはそれほど重きを置かず、難しいシュー

トをどのように入れられるか、その入れられ方を見ているという。そして想定外のことが

起きた時の臨機応変さ、苦しい状況の中でどのような表情や振る舞いを見せるかという精

神面、6 年間のスパンで将来性を見ながら育てていくことの育成の本質も山下氏は強調し

ていた。 

 

第２項 ジュニアユース・ユース年代の GK 育成について 

FC 東京のスカウティングは、想定外のことが起きた時の臨機応変さも 1 つの判断基準

になっているが、現在普及が進んでいる GK スクールの必要性を強調しながらも、小学校

年代から GK を中心にプレーしている子は「サッカーをする」機会が非常に少ないと感じ

ていると山下氏は話している。臨機応変さ、すなわち判断力の改善は、現代サッカーにお

いて GK のプレー経験だけでは解決できない問題であることも考えられる。以下、山下氏

の発言はそれぞれ表として示した。 

 

表 9 ジュニアユース・ユース年代の GK 育成に関する山下氏の発言１ 

発言 

山下：ジュニア年代から強豪クラブでプレーしている GK の子は、ゴールを守る

ということに非常に長けていますが、スペースを守る、前に出てクロスに

対して守るであるとか、FW、MF、DF ラインがあって、GK というポジシ

ョンの中で 4 人目のプレーヤーであるという感覚が薄い選手が非常に多い

のが事実です。そういう GK の子をスペースで守らせたりする作業より

も、フィールドプレイヤーが GK をやるほうがスペースを守ることに関し

ては非常にスムーズなのは、実際感じているところです。 

 

山下：日本のサッカーの現状として GK がプレーするという環境でいうと、「サッ

カーをする」という回数、判断をするという回数が非常に少ない。やはり

ゲームに勝ちたいというチーム事情もありますし、GK は前にプレーしに
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行かないほうが、身長が 170cm ある GK がいれば、ゴールの前に立ってい

るほうが守れます。そういう事情は私自身がジュニアユースの指導者だっ

た時にジュニア(小学生)の GK を試合で見た時に、すごく感じました。 

 

山下氏はジュニア年代(小学生)からの指導経験を踏まえ、ジュニア年代から結果を求

め、ミスが許されない、子供達がチャレンジできない傾向である現状を危惧していた。 

 

表 10 ジュニアユース・ユース年代の GK 育成に関する山下氏の発言 2 

発言 

山下：ゲームをどういう風に考えているかという時に、スペースにチャレンジして

ミスが起きることに対して非常にシビアな指導者が多い。街クラブを含めて

試合を見に行った時に、私が観た感覚ではすごく良いチャレンジをしてい

る、又は良いプレーをしていると思うのですが、それを許容してもらえない

日本サッカーの現状があるように感じます。そう考えた時にチャレンジして

いる GK が実際には多くないと感じています。もちろん、ゴールを守ること

に焦点を当てることは GK にとって大事なことですが、その考えだけではゴ

ールを許すことが重いものになってしまい、ゴールされないことだけを考え

てしまう。しかしサッカーをプレーするという意味では育成年代からもっと

もっとチャレンジしてほしいと思いますし、成長する上ではチャレンジは必

要かと個人的には思います。 

 

FC 東京の GK の育成の考え方としては、まずはクラブワークと代表ワークの相互作用

により選手を成長させる狙いがあり、日本のトップ、又は世界を見据えた GK の育成を目

指していた。FC 東京のチームフィロソフィーは、従来は堅守速攻型であった。速く攻め

ることでボールを失うこともあるが、それゆえに GK は必然的にプレー回数が多くなるこ

とで優秀な GK が育ってきた背景がある。現在はスペイン人が監督となり、ボールを保持

する戦術を構築しつつあるが、GK コーチとしてはこれまで作り上げてきたチームのスタ

イルの変革とクラブの育成文化を同時に考えていた。また、チームフィロソフィーの変革

に伴い、GK の基本技術とゴールを守るという本質的な部分の追求を今後も問い続けなけ

ればならないと山下氏は話していた。 

 

表 11 ジュニアユース・ユース年代の GK 育成に関する山下氏の発言 3 

発言 

山下：ジュニア年代でキャッチングがうまいといっても、ジュニアユース(中学生)に 

上がるとボールスピードが上がりますし、毎回毎回指導者が代わってボール 

スピードが変わってくると、テクニックの使い方は変わってきます。そうな 
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ると、基本テクニックとは何かということを常にコーチ自身が疑わないとい 

けないと考えています。例えばキャッチングにはオーバーハンドキャッチ(ボ 

―ルを胸より高い位置で捉える技術)とアンダーハンドキャッチ(ボールを胸よ 

り低い位置で捉える技術)の 2 種類の技術があります。現在、FC 東京のトッ 

プチームの GK でポーランド人のヤクブ・スォビクという選手がいますが、 

彼はアンダーハンドキャッチを多用する傾向が強く、決してオーバーハンド 

キャッチが上手いとは言えません。しかし、ボールをゴールに絶対入れさせ 

ないという気迫が感じられます。やはり技術だけではない、ゴールを守ると 

いうメンタリティとゴールを守る本質的な部分は、要求し続けなければい 

けいないという話はスタッフ同士でしています。 

 

FC 東京には、伝統的に守備を大事にする文化がチーム内に浸透していた。山下氏には

現代サッカーに必要な GK の攻撃についての考え方について聞いた。 

 

表 12 ジュニアユース・ユース年代の GK 育成に関する山下氏の発言 4 

発言 

 川口：FC 東京では GK の足元の技術をどのように捉え、どのように伸ばそうとし

ていますか？ 

 

  山下：個性の部分はもちろん大事ですが、我々は日本のトップ、又は世界を目指す

クラブですので、ゴールを守ることも、スペースを守ることも、ビルドアッ

プすることも、相手 DF の背後へ蹴るキックの技術もすべて要求します。そ

のための育成ですが、トレーニング自体を分類化・分割化して、1 日のトレ

ーニングで何をするのか、シュートストップ、ブレイクアウェイ、クロスの

守備、ビルドアップのどういう項目をトレーニングしたのかというところを

毎日記録し、GK コーチ自身が整理して、自分が教えたいこと、トレーニン

グしたいことだけに偏らないように、私自身と選手達へのフィードバックは

常に行っています。 

 

以上のインタビューから FC 東京の GK に関する育成と指導法、GK の理想像が明らか

になった。ジュニア年代での問題の解決法については GK の技術は早い段階で教え過ぎ

ず、チャレンジさせる環境を整えること、「GK」だけでなく、様々なポジションを経験す

ることで「プレー回数」を増やすこと、この 2 点を山下氏は強調していた。スカウティン

グについては「プレー回数」を増やすことで、サッカーへの理解度が養われるという視点

から、フィールドプレイヤーから GK へのコンバートも考えていることも示された。目指

す GK の理想像については、山下氏のインタビューのなかで、選手達は「世界」を見てお
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り、「日本」という枠組みに縛られていないという話があった。現在 FC 東京に在籍してい

る外国人 GK は J リーグ屈指の実力を誇り、選手達が日常でのポジション争いやトレーニ

ングで刺激を受け、成長を実感していることで「世界」へと視野を広げていることが考え

られる。また外国人コーチの指導における選手への働きかけも、日本とは違う次元での力

強い提示(フォームの改善、ボールへのアタック等)であることから、山下氏は非常に影響

を受けているという。選手だけでなく、指導者、フロント、クラブ(組織)、そして日本サ

ッカー全体がより世界のスタンダードに目を向け、情報の収集のためのアンテナを張り、

アップデートしていくことで世界を見据えた長期的な育成、すなわち攻撃的なスタイルの

追求が、今後必要になってくる。 

 

第５節 まとめ 

以上、本章においては現在の日本サッカーの GK 育成の現状を整理した。日本では J ク

ラブの一貫した育成がプロを輩出するという面では着実に成果を出しているが、その一方

で街クラブや高体連、大学などそれ以外のパスウェイを通る選手たちにとっては必ずしも

理想的な環境にあるとは言い難かった。さらに、勝利が優先される高校総体のような現場

では、GK には失点のリスク回避が優先され、11 人目のフィールドプレイヤーとして攻守

にわたって他の選手と関係を構築する積極的なプレーが出しづらい状況にあると考えられ

る。第１章で論じたように、今後世界のサッカーがますます進化し、GK も 11 人目のフィ

ールドプレイヤーとしての技術や判断力が要求されることを予測すると、日本の GK 育成

の現状は必ずしも明るいものではないだろう。 
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第４章  結果２ ブラジルにおける GK 指導 

 

本章では新たな GK 大国となりつつあるブラジルの GK 育成について論じていく。これ

までブラジルのサッカーと言えばペレやロナウジーニョのような攻撃的な選手が注目をさ

れたが、GK の印象はそれほど大きなものではなかった。しかしながら現在では、リバプ

ール FC のアリソン・ベッカーやマンチャスターシティのエデルソン・モラエスなど世界

有数のビッグクラブ、しかも最先端の戦術を駆使するクラブで主力として活躍する選手が

輩出されている。ブラジル強豪クラブのサントス FC とアトレチコ・ミネイロの GK 育成

コーチへのインタビュー結果を以下にまとめた。 

 

第１節 サントス FC の事例 

 

 

図 2 サントス FC マウロ氏へのインタビューの様子 

 

 

図 3 サントス FC ファビオ氏（右）へのインタビューの様子 

 

第１項 スカウティングについて 

サントス FC のスカウティング(育成)については、8 歳又は 9 歳からフットサルを始め

10 歳からサッカーと両立させていく。GK については 12 歳までは筋力トレーニングは行

わず、まずは GK になりたいという気持ちを芽生えさせるため、GK の楽しさや GK への

愛情が育むような取り組み、指導を行っているという。またサッカーだけでなく、一人の
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人間としての成長を促すため、メンターに依頼し子供達へのソフト面でのサポートも重要

視している。 

サッカーにおける戦術的な落とし込みは 15 歳から行っており、試合状況を再現したト

レーニングを大事にしていることがクラブの基本的な考え方であることがインタビューで

明らかになった。以下、発言の詳細を表で示す。 

 

表 13 サントス FC マウロ氏のスカウティングに関する発言内容 

発言 

川口：サントス FC では GK を何歳ぐらいからスカウトしますか？ 

マウロ：8,9 歳から室内のフットサルを始め、10 歳になるとサッカーと両立させて

いきます。 

川口：なぜフットサルから始めるのですか？ 

マウロ：ブラジルでは文化的にサッカーの導入としてフットサルが使われます。フ

ットサルは 1 対 1 の局面や、ボールに触れる回数も多い。さらにピッチサイ

ズが小さいので素早い判断が必要になります。また、敏捷性や瞬発力も鍛え

ることができます。サントスではサッカーの入り口としてフットサルを使っ

ています。 

 

川口：それはサントス FC の GK のフィロソフィーに結びついているのですか？ 

 

マウロ：12 歳までは筋力トレーニングは行わずに GK をすることの楽しさ、GK の

愛情を育むようにしています。サントスでは本格的な GK の活動は 13 歳か

ら始まり、そこから 20 歳までを育成と位置づけています。大事なのはサッ

カーのトレーニングだけではなく、人間的な部分も成長させるようにしてい

ます。そのためサントスではメンターがいて、教育的な部分も含め、彼らが

社会に出た後のことも考えています。 

 

川口：何歳ぐらいからチーム戦術を落としていくのですか？ 

 

マウロ：サントスは育成のクラブという認識があり、現在のトップチームの GK は

すべて育成出身です。戦術的トレーニングは 15 歳から始めます。GK コーチ

と監督でトレーニングを考えて、例えば CK の守備ではどのようにカウンタ

ーにつなげるかを練習します。したがって、試合の状況が再現されるような

トレーニングを大事にしています。 

第２項 ブラジルの GK の現状と戦術的進歩について 

マウロ氏に近年ブラジルからワールドクラスの GK を輩出している要因を聞いた。マウ
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ロ氏は今に始まったことではなく昔からブラジルは素晴らしい GK を輩出していると自信

を持って答えた。近年さらに GK のレベルが上がっている要因としては、育成年代での技

術的な指導はもちろん、サッカーにおける戦術的な指導の進歩を理由として挙げた。守備

では最終ラインのコントロール、攻撃ではフィールドプレイヤーとの連動や関わりといっ

たサッカーの全体像を理解する必要性を指摘した。GK は「ゴールを守る」だけではない

時代に進化した背景において、サントス FC の第一に攻撃の局面を考えるチームフィロソ

フィーが、現代サッカーの適応に役立っているとマウロ氏は語った。 

表 14 サントス FC マウロ氏のブラジルの GK の現状と戦術的進歩に関する発言内容 

発言 

川口：ここ数年ブラジルではワールドクラスの GK を輩出しています。力を付けて

いる要因は何でしょう? 

 

マウロ：まず、ブラジルが良いキーパーを輩出しているのは今に始まったことでは

ありません。昔からヨーロッパで活躍している選手もいるし、シジマール

(清水エスパルスでプレー)も日本で活躍しましたよね。しかし近年さらに良

くなった理由としては、育成において技術的な部分と戦術的な部分での指導

が向上しているからだと思います。以前からブラジルの GK は技術を評価さ

れていました。今もそうなのですが、現在はそれに加えて戦術的な進歩が挙

げられます。守備の組織化に関わり、またそれを理解していること。攻撃も

同様、GK が攻撃のタスクを理解していること。DF ラインともコミュニケ

ーションが取れていて戦術理解が整っています。現在では GK は唯一手を使

える選手というだけではなく、スイーパーやリベロのような存在になってい

ます。 

 

ブルーノ(通訳・U15GK コーチ)：サントスではまず攻撃の局面について考えま

す。GK からのフィードや、足元を使ってのプレーが大事になっており、GK

が 11 人目のフィールドプレイヤーだという認識を持っています。 

 

川口：先ほど言われたようにアリソンやエデルソンのようなブラジルの GK が世界

で活躍している背景には攻撃の戦術理解が高いという要因があると思いま

す。そこにはサッカーにおいて攻撃を好むというブラジルの国民性も影響が

あるのでしょうか？ 

 

マウロ：確かに攻撃が好きな国民性は GK にも影響していると思います。80 年代ま

では GK は守備の面だけを気にしていれば良かったのですが、現在は最終ラ

インのコントロール、攻撃では 11 人目のフィールドプレイヤーとして DF、
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MF、FW との連動が重要になります。サントスが持っている攻撃的なフィロ

ソフィーは現代サッカーへの適応に役立っていると思います。 

 

第３項 指導法の変化について 

マウロ氏にブラジルの GK の指導法の過去から現在に至るまでの変化を尋ねてみたとこ

ろ、ハンドリングテクニックを中心としたトレーニングだけでなく、GK が味方からのパ

スを受け相手がプレッシャーを掛けてきた時の対処法、すなわち足元のテクニックを向上

させるトレーニングは欠かさず取り入れていることが分かった。常に監督とコミュニケー

ションを図りながらフィールド内で GK がどのように攻撃の起点となり、守備をどのよう

にリードするのか。攻守の関わりを全体のトレーニングの中で GK に意識付け、フィール

ド選手との連携を構築するための必要な要素を TR から浸透させる。そして、常に試合状

況を再現していくことの重要性をマウロ氏は述べていた。また、フィジカルにおいては瞬

発力の重要性を強調していた。ジムでのトレーニングは試合での疲労を考慮し、下半身よ

りも上半身のトレーニングを MAX の 70％の負荷で行っていた。トップチームの選手にな

るとフィジカル全般の強化より、試合でベストなパフォーマンスを発揮するためのコンデ

ィション調整に趣が置かれるとマウロ氏は話していた。 

 

表 15 サントス FC マウロ氏の指導法の変化に関する発言内容 

発言 

川口：現代サッカーに適応するために具体的な指導法に変化はありましたか？ 

 

マウロ：現代サッカーでは相手が 90 分間 GK までプレッシングしてきます。そう

いう面を考えると、以前より GK には時間がありません。トレーニングでそ

こへの対応をする必要があります。例えば GK だけでもプレッシングに対応

するトレーニングを行います。一人が GK で他の選手は相手 FW の役をして

プレッシングを掛け、それをかわしてパスを出すといったトレーニングで

す。GK だけでもそういったトレーニングを行い、その後全体練習の中で監

督と相談しながらフィールド選手にどのようにボールを預けるか、付けるか

を確認し、フィールド選手との連携を構築していきます。 

 

川口：GK にとって大事なフィジカルとはどのようなものでしょうか？また、抽象

的ですがワールドクラスの GK を育てるには何が大事なのでしょうか？ 

 

マウロ：フィジカルについては瞬発系がとても重要でジムでのトレーニングも必要

だと思います。上半身も下半身も重要ですが、下半身については試合での負

荷を考えて回復がメインになることもあります。瞬発系については MAX の
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70％で 6～8 回を 3 セット行います。ワールドクラスの GK についてはすべ

てが必要ですね。フィジカル、技術、人間性などの集合値です。現在ヨーロ

ッパでは、GK は足元の技術が要求されるので、その部分と戦術的理解があ

る選手がヨーロッパに行けるのだと思います。 

  

第４項ブラジルの GK 育成環境について 

U23 チームのファビオ氏によると、ブラジルでは選手は早い年代から複数の GK コーチ

からの指導を受けており、各クラブチームに 4 人ほどのコーチがローテーションで各年代

の指導に当たっていると述べた。また通訳のブルーノ氏(サントス・U15GK コーチ)は GK

コーチという役職ができたのはブラジルが初めてであると話していた。 

 

表 16 サントス FC ファビオ氏のブラジルの GK 育成環境に関する発言内容 

発言 

川口：事前の質問でブラジルでは早い年代からいくつものプロフェッショナルを経

験しているとありましたが、どういう意味ですか？ 

 

ファビオ：各世代に GK コーチがいて、何人ものプロフェッショナルな GK コーチ 

によって適切な指導を受けているという意味です。 

 

川口：サントスだけではなく、ブラジル全体がそうなのですか？ 

 

ファビオ：大きなクラブではそうです。中小規模のクラブについてはだいたい GK

コーチが 4 人ほどいて、ローテーションで各年代を指導しています。 

 

ブルーノ(通訳・U15GK コーチ)：ブラジルは GK を育成する環境が整っていて、

GK コーチという役職が始めてできたのもブラジルなのです。 

  

第５項GK の捉え方とトレーニングについて 

ファビオ氏に GK の捉え方とトレーニングについて質問したところ、まずは 11 人目の

フィールドプレイヤー、常にチームとして切り離さない形で捉えている、すなわち「常に

セットである」ことを強調していた。またトレーニングについては、様々なシチュエーシ

ョンから複雑な判断を要し、フィールドプレイヤーとの関係性の中で必要なスキルを身に

付けるためのトレーニングが重要だとファビオ氏は話していた。 

筆者は 15 歳の時にブラジルの名門クラブ、インテル・ナシオナルに留学した経験があ

る。当時は GK に特化した連続の動きを繰り返す負荷の高いサーキットトレーニングがベ

ースであり、それがブラジルの GK の代表的なトレーニングであった。しかし、ファビオ
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氏によると現在は、当時主流だった GK に特化したトレーニングから、GK をチームから

切り離さないサッカーの戦術的な要素が含まれたトレーニングが主流になっているとい

う。そしてサッカーが進化していく過程において、戦術的ピリオダイゼーションの理論が

GK のトレーニングにも導入される時代になってきていた。 

 

表 17 サントス FC ファビオ氏の GK の捉え方とトレーニングについての発言内容 

発言 

川口：サントスの GK のプレーモデルはどのようなものですか？またそれは監督に

よって変わるのですか？ 

 

ファビオ：一つの定まったモデルはなくて、育成の各カテゴリーで少しずつ違って

います。ゲームモデルについては監督の権限が強いです。伝統的にサントス

は攻撃的なサッカーを志向していて、FW が活躍するようなモデルがありま

した。ただそのゲームモデルと GK の育成とは必ずしもリンクしていませ

ん。GK 育成の基盤は別にあって、ゲームモデルは GK の戦略的な部分を補

うものだと捉えています。 

 

ブルーノ(通訳・U15GK コーチ)：ファビオが試合を分析するにあたって、GK だけ

を見ることはありません。常にチームの組織、チームの一員として GK をみ

ています。 

 

川口：その中でファビオさんが求める GK の特徴はどのようなものですか？ 

 

ファビオ：まず、身体的特徴は最初に評価する部分ではありません。むしろ主体的

でインテリジェンスはあるかどうかを評価します。常に正しい選択ができ

て、チームを助けることができるかということです。私は常に監督と相談し

ながらトレーニングを構築しています。どんなゲームにしていくのかアイデ

ィアを共有し、その上でトレーニングメニューを考えます。私は機械的なト

レーニングを好まず、常に判断を伴うトレーニングを重視しています。 

 

川口：私は 15 歳の時にインテル・ナシオナル(ブラジル、リオグランデ・ド・スル

州、ポルトアレグレ市にあるブラジル屈指の強豪クラブ)に留学した経験が

あり、その時は連続の動きを繰り返したサーキットトレーニングが主流でし

た。現在ではそうしたトレーニングは行われていないのでしょうか？ 

 

ファビオ：今でもやっていると思います。ただ、私は GK を組織の一員だと捉えて
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いるので、例えば DF ラインと共にトレーニングするなど、フィールドの選

手との関係のなかでトレーニングすることが大事だと考えています。今日は

U17 のトレーニングを行いましたが、チームが 4 バックでプレーしているの

でその陣形のなかで GK も参加してプレッシングの対応やカバーリングをト

レーニングしました。また、午後は GK から FW にボールを付けるアクショ

ンがあったので、午前中にロングキックのトレーニングをしました。 

 

川口：ファビオさんはトレーニングのコンテクストを大事にされているようです

が、それは戦術的ピリオダイゼーションの影響もあるのでしょうか？ 

 

ファビオ：そうです。戦術的ピリオダイゼーションの要素はかなり取り入れていま

す。常にチームと一体化して、切り離さない形で GK を捉えています。戦

術、技術、メンタルの部分でそれぞれを切り離してトレーニングをすること

はしません。常にセットなのです。もちろん GK の技術に特化したトレーニ

ングは必要ですし、神経系を刺激するトレーニングも必要です。しかしなが

らそれでも常にフィールドとの関係性をなくさないようにしています。常に

判断を伴ったトレーニングです。 

 

ブルーノ(通訳・U15GK コーチ)：ファビオはその他多数の GK コーチとは違っ

て、常に複雑性、複雑な判断を伴うトレーニングを大事にしています。だか

らトレーニングは戦術的ピリオダイゼーションの要素もあり、常にフィール

ドの選手との関係性があるのです。サッカーにはあらかじめ何が起こるか分

かった上で行えるプレーは存在しないのです。 

 

川口：では、GK に必要なフィジカルや技術というのはより若い年代で身に付けて

おくということですか？ 

 

ファビオ：確かにその通りです。ただそれでも各年代に適した、ゲームと切り離さ

れていない運動能力のトレーニングが必要だと思います。神経系の発達に関

するトレーニングの必要性は川口さんの意見に賛同します。それでもなお、

常にサッカーをプレーしなければならないのです。 

 

川口：そうなると、サッカーの 4 つの局面(攻撃/守備/攻→守/守→攻)に応じて GK

も関わってトレーニングするということですか？ 

 

ファビオ：そうです。4 局面について常に理解をしながらトレーニングしなければ
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なりません。例えば水曜日はいつもトランジションのトレーニングをしま

す。守→攻については GK がボールをキャッチした後の攻撃への切替スピー

ドについてトレーニングし、攻撃→守備については、ボールを失った後の

DF ラインとの距離、ボールを視野に入れながら DF ラインとのコンパクト

な距離を保ってカバーリングするトレーニングを行います。そうしたトレー

ニングが増えていますね。私は GK のプレーを二つに分類しています。一つ

はボールに関与するプレー、もう一つはボールに関与しないオフ・ザ・ボー

ルのプレーです。オフに関しては、声を掛けながらフィールドの選手を配置

し、指示を出すことが必要です。すなわち、自分にボールが来る前の予測と

準備です。 

 

川口：ゴールを守ることに関するトレーニングは相対的に減ったのではないです

か？ 

 

ファビオ：以前は守備のトレーニングに時間を費やせましたが、現在では局面にあ

ったプレーを選択できる選手が大切ですね。今ではフィジカルトレーニング

でも、バーベルを担いでスクワットをするといったことはほとんどやりませ

ん。メデシンボールを使ったバランストレーニングなどですね。最後に私は

1 週間など短いサイクルでのトレーニングを信じています。長い期間ではな

く、短いサイクルでのトレーニングが効果的だと考えています。 

 

第６項 戦術的ピリオダイゼーション理論について 

戦術的ピリオダイゼーション理論とは、1980 年代にポルト大学の数学者ビトール・フラ

ーデ教授が提唱したサッカー理論である。その後ジョゼ・モウリーニョやジョゼップ・グ

アルディオラなどの一流監督が採用し結果を残すことで有名になった。 

戦術的ピリオダイゼーション理論の立場では、サッカーは多様な要素が相互に複雑に絡

み合うと同時に、偶然性や不確定要素が多く含まれる複雑系のシステムであり、一部分を

全体から切り離すことができないとする。したがって戦術的ピリオダイゼーションのサッ

カー観としては、サッカーというゲームの文脈から離れたプレーは存在せず、選手個人も

また全体の関係性から成り立っているとされる。どのような選手であれ相互関連のネット

ワークを構成する一要素であるという観点から、選手にとっての優先順位はチームとの関

係性であることが、戦術的ピリオダイゼーションの基本的な考え方となる（Tamarit 

2015）。 

この戦術的ピリオダイゼーション理論を採用した場合、トレーニングは一部分を全体か

ら切り離さないことが必要となってくる。つまり、単純なパスやコントロール、ランニン

グを行うのではなく、ゴールや味方、相手といった要素の関係性が設定され、攻撃、守
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備、トランジションが複雑に生じる状況を設定するのである。GK についていえば、単純

な１対１のシュートストップの練習よりも２対１になると複雑さが増すだろう。さらに３

対３のシュートゲームになるといっそう状況が複雑になり、プレーに判断が必要となる。

こうして複雑さを調整することで、フィジカルな負荷だけではなく状況判断を養うような

機会を設けることが可能である。筆者はこれを「脳への負荷」という言葉を用いたい。つ

まり GK を他のフィールドプレイヤーとの関係のなかに配置し、実際のゲーム環境と類似

した文脈を設定することによって、「脳への負荷」といった判断力を鍛えることができる

ということである。 
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第２節 アトレチコ・ミネイロの事例 

 

 

図 4 アトレチコ・ミネイロ ダニーロ氏（左）へのインタビューの様子 

 

第１項 スカウティングについて 

アトレチコ・ミネイロは、10 歳からスカウティングが始まり、最初からトップチームと

同じプレーモデルを要求する方針であった。またダニーロ氏は、GK に必要な守備の技

術、守備における解決法、広い守備範囲に着目し、守備力が前提にあることが評価の基準

であり、チームが求める GK 像であると話していた。以下、発言の詳細は表に示す。 

 

表 18 アトレチコ・ミネイロ ダニーロ氏のスカウティングについての発言内容 

発言 

川口：スカウティングについてどのような選手を求めていますか？ 

ダニーロ：GK に必要な三つの要素を見ます。まずは守備の技術、次は守備におい

て問題解決ができること、最後はドイツのノイアーのように、プレー範囲が

広いことです。評価の基準としては、守備が 6 割、攻撃面では 4 割といった

ところです。 

 

川口：どのくらいの年齢からそういう基準で見るのですか？また、プレーモデルは

最初からトップチームと同じなのですか？ 

 

ダニーロ：10 歳からスカウティングが始まり、トップチームと同じプレーモデルを

要求します。 

  

第２項GK トレーニングの進化について 

現代のブラジルにおいても、連続したシュートストップや 1 対 1 対応のトレーニングは

行われており、ダニーロ氏もそれを実践していた（図 5、6、7）。これらのトレーニングは

GK の守備に特化しており、体力的に負荷の掛かる強度の高いトレーニングである。ただ

し以前と比較すると週に 2 回程度とその回数は減っているようだ。なお以下に提示するト
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レーニング画像はダニーロ氏に提供されたアトレチコ・ミネイロにおける実際のトレーニ

ング映像から切り取ったものである。 

 

 

図 5 連続のシュートストップの様子(1) 

 

 

図 6 連続のシュートストップの様子(2) 

 

 

図 7 1 対 1 の対応のトレーニングの様子 

 

さらに、GK からのビルドアップについてもトレーニングが工夫されている（図 8、

9）。シュートをキャッチした後、味方にボールを預け連携してパスを回し、相手のプレッ

シャーを回避して 2 つのミニゴールへボールをパスする。状況を把握する能力、足元のボ

ールテクニックが要求される(味方役がコーチ、プレッシャーを掛ける側が選手)。 
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図 8 シュートストップからのパストレーニングの様子(1) 

 

 

 

図 9 シュートストップからのパストレーニングの様子(2) 

 

こうしたトレーニングについてダニーロ氏は以下表 19 のように述べた。 
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表 19  アトレチコ・ミネイロ ダニーロ氏の GK トレーニングの進化についての発言

内容 

発言 

川口：アトレチコ・ミネイロが守備に比重を置く理由はなぜですか？ 

 

ダニーロ：ブラジル人 GK コーチの多くは GK に必要な技術とフィジカルを主にト

レーニングしています。しかし、守備面でのトレーニングが多い中でも攻撃

のトレーニングが進化しています。 

 

川口：どのように進化しているのですか？ 

 

ダニーロ：進化というのはルール変更がきっかけです。1992 年まで GK は何秒で

もボールを持つことができました。2000 年代に 6 秒ルールが採用され、今

ではゴールキック開始時に味方選手とペナルティエリア内でパスを繋ぐこと

ができます。以前は守備面に特化できていましたが現在ではビルドアップな

ど、必然的に GK が攻撃に関わるプレーが増えています。したがってトレー

ニングもそれを意識したものになります。 

 

川口：私は 15 歳の時にインテル・ナシオナルに留学した経験があります。当時ブ

ラジルの GK トレーニングは守備がメインでしたが、非常に素晴らしいトレ

ーニングだと感じました。30 年前と今では大きく変わっているのでしょう

か？ 

 

ダニーロ：30 年前は障害物を使ったサーキットトレーニングが多く、トレーニング

の時間も長かったです。最近の傾向としてはサーキットをほとんど行わず、

トレーニング時間も短いです。ポジショニングのトレーニングと技術的なト

レーニングを効率良く、高強度で行っています。キャッチングやシュートス

トップなど、基本的には最高の強度で本数は少なめに行っています。 

 

川口：以前は連続の動き、反復のトレーニングが多かったと思いますが、現在は？ 

 

ダニーロ：週に 2 回 GK だけのトレーニングを行い、その時に連続の動きを取り入

れたトレーニングを行いますが、それ以外の日は試合を想定したクロス対

応、1 対 1、ポゼッションのトレーニングをチームに合流して行います。 
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第３項 戦術的変更への対応 

2020-2021 シーズンでは、過去にアルゼンチン代表やチリ代表の監督を歴任し、2015 年

に行われたコパ・アメリカ(代表チームの南米選手権)でチリ代表を優勝に導いた実績を誇

るホルヘ・ルイス・サンパオリ氏がアトレチコ・ミネイロの監督に就任した。GK の育成

を含めて守備の哲学が定着しているアトレチコ・ミネイロに、サンパオリ氏は GK からの

ビルドアップと、相手陣内で素早くボールを奪いに行くために必要な GK の広い守備範囲

の 2 つを要求し、より攻撃的な戦術をチームに浸透させた。その結果として、しばらく低

迷していたクラブは国内タイトルの奪還に成功し、さらにサッカーのスタイルが世界のス

タンダードに近づいたことで、クラブの育成方針と方向性が明確になった。 

しかしながらサンパオリの要求は GK のトレーニングを根本的に組み替えることを意味

していた。ダニーロ氏は当初、そうした要求に困惑したという。しかし最終的にはサンパ

オリによる改革はクラブの成功にとって必要だったと考えている。以下がその発言であ

る。 
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表 20 アトレチコ・ミネイロ ダニーロ氏の戦術的変更への対応についての発言内容 

発言 

川口：ルール変更に加えて、サッカーの戦術的進化もまた GK のプレーに影響を与

えていますか？ 

 

ダニーロ：2020 年にホルヘ・サンパオリ監督(アルゼンチン人)になり、アトレチ

コ・ミネイロの戦術を進化させました。それによって、常に GK を含むビル

ドアップが当たり前のものになりました。 

 

川口：先ほどアトレチコ・ミネイロの GK の評価は守備に比重を置くと言われまし

たが齟齬はありましたか? 

 

ダニーロ：最初は簡単ではありませんでした。サンパオリが最初に来たとき、私が

やっていたトレーニングは受け入れがたいものだったようです。だからトッ

プチームも育成も、トレーニング方法を変えなければなりませんでした。 

 

ダニーロ：正直なところ、最初は戸惑いました。文化的に守備的なトレーニングに

慣れていたので。しかし、サンパオリの考えを吸収してなんとかできるよう

になっていきました。とにかくサンパオリは、DF ラインと GK が離れるこ

とを嫌いました。ですから、DF ラインとコンパクトに連動して動くような

トレーニングを構築しました。つまり、サンパオリによって二つの変化がも

たらされました。一つは、GK が攻撃の組み立てに参加するということ。も

う一つは、相手陣内に押し込んでいるとき、GK は DF ラインとの距離を近

くに保つということです。 

 

川口：サンパオリによって GK のプレーが改革されて、結果としてどうなりました

か？ 

 

ダニーロ：失点に関してはビルドアップのミスによるものはありましたが、相手が

ボールを保持した状態での失点は減りました。また、DF ラインの背後のカ

バーや高い位置でのインターセプトが増えたことで、GK が相手 FW と 1 対

1 になるシーンが減りました。結果として相手をゴールから遠ざけることが

でき、スタッツ的にもボールの回収率が上がり、チームの攻撃の時間が長く

なりました。したがってこの改革は良い結果を生んだと思います。 

 

川口：最後になりますが、アリソンやエデルソンなどブラジルの GK がヨーロッパ
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のクラブで最新の戦術に対応しているというのは、こうしたブラジルの育成

を経ていることによるのでしょうか？ 

 

ダニーロ：アリソンは U20 のブラジル代表でプレーしており、その時から高い技術

が評価されていました。基本的にブラジルの GK 育成に関してはそれぞれの

クラブで大きな差はなく、ブラジル全体として技術的な面が優れていてフィ

ジカルを大事にするという文化があります。そういう文化によってヨーロッ

パでの適応が可能になったのではないでしょうか。 

 

第４項 GK エヴェルソン選手のスタッツ 

図 10 はサンパオリ就任前と就任後の GK エヴェルソンのパスの回数とその成功数の経

年変化である。 

 

 

図 10 サンパオリ氏とプレーしたエヴェルソン選手の攻撃のスタッツ（Infogol より筆

者作成） 

 

GK エヴェルソン選手は 2019 年にサントス FC、2020 年からアトレチコ・ミネイロでプ

レーしているが、図 11 からもわかるように、サンパオリ氏の元でプレーした期間の攻撃

のスタッツは、パスの回数、成功数共に高い数字を示しており、攻撃に関わる回数が非常

に多いことがわかった。 
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さらにサンパオリ氏の就任期間、2020 年から 2021 年にかけてエヴェルソン選手のパス

の成功率が 84%、78%と 80％前後の数字を出しており、攻撃面での貢献度も非常に高い

ことが明らかになっている(図 17)。そして、それまで低迷していたアトレチコ・ミネイロ

はサンパオリ氏の攻撃的な戦術が浸透し、2021 年にはリーグ優勝をしていた(表 21)。 

 

 

図 11 エヴェルソン選手の攻撃での貢献（Infogol より筆者作成） 

 

表 21 アトレチコ・ミネイロの国内リーグの成績 

年度 アトレチコ・ミネイロ国内リーグ成績 

2018 6 位 

2019 13 位 

2020～2021 3 位 

2021 優勝 

2022 4 位 
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第５項 アトレチコ・ミネイロの攻撃的な技術を高めるトレーニング内

容 

以下は、ダニーロ氏によって提供されたトレーニング映像の内容である。 

まず図 12 はハーフェーライン付近からの長いロングボールに対し、DF4 枚(図 12 では

人形)の背後をカバー、すなわちブレイクアウェイを強化するトレーニングである。ペナル

ティエリアの外であれば手を使わずにボールをクリア、ボールをキャッチした場合スロー

イング、又はロングキックで写真右上のミニゴールへパスをする。 

 

 

図 12  DF ラインの背後をカバーするブレイクアウェイのトレーニングの様子 

 

また図 13 は GK のポゼッショントレーニングの様子である。図 8、9 のトレーニングか

ら、味方、相手選手の人数を増やし(GK を含めた 4 対 3)、更にピッチの幅を狭くしたポゼ

ッション形式のトレーニングとなっている。ここではボールを持つ時間とスペースが無く

なり、トレーニングの難易度が上がっている。ダニーロ氏は 4 局面(攻撃、攻撃→守備、守

備、守備→攻撃)を意識した、試合で再現される実戦的なトレーニングを精力的に行ってい

る。このように、GK 以外の複数の選手との関りを設定し、状況判断の伴うトレーニング

を多用することによって、ブレイクアウェイやビルドアップなど GK が積極的に局面に関

わる技術・判断力を向上させているのである。 
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図 13  GK のポゼッショントレーニングの様子 

 

第３節 本章のまとめ 

以上、本章ではブラジルの強豪、サントス FC とアトレチコ・ミネイロの GK の育成と

トレーニング、クラブが求める GK のプレーモデルについてインタビューを行った。この

インタビュー調査から以下の 5 つが明らかになった。 

1 つ目は両チームのスカウティング事情とプレーモデルである。サントス FC では 8 歳

のフットサルの導入から始まり 10 歳からの両立、アトレチコ・ミネイロでは 10 歳からす

でにトップチームと同様のプレーモデルを求めるというそれぞれの違いはあるが、GK に

ついてのチームの基本的な考え方、「11 人目のフィールドプレイヤーとしての認識」「ゴー

ルを守るだけではなく攻撃と守備に関わる必要性」は 2 クラブ共に共通していることが分

かった。 

2 つ目は GK の入り口を「楽しさ」から導入するポジティブな考え方と、選手に対する

愛情である。GK になりたいという気持ちを芽生えさせるため、GK の楽しさや GK への

愛情が育むような取り組みは、日本の GK の競技人口の増加、人気、普及の拡大の観点か

ら、非常に参考になる。日本の GK 育成に於いて優秀な GK を発掘するためには、まずは

GK が楽しい、プレーしたいと言える環境作り、そして GK の競技人口の拡大が最優先課

題でもある。そしてサッカーだけでなく、一人の人間としての成長を促すため、メンター

に依頼し子供達へのソフト面でのサポートをしているというサントス FC の取り組みにつ

いては、育成年代からクラブとして「選手を守る、人を守る」ことが徹底されており、選

手に対する愛情が前提として環境を整えていることがインタビューから感じられた。この

ような取り組み、心のケアがあるからこそ、サントス FC がファン、サポーターから愛さ

れる要因であると考えられる。 
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3 つ目はルール変更や戦術的変更に伴い、GK に要求されるタスクが複雑化する中、筆

者が 32 年前に経験した GK 個人を強化する反復系のトレーニングから、判断を伴った複

数の選手が関わるトレーニングへと比重が変化してきたことである。現代サッカーに於け

る GK の役割が、以前の「ゴールを守る」だけの考え方から、「11 人目のフィールドプレ

イヤー」「攻撃と守備に積極的に関わる」といった志向に大きく変化している。その背景

に於いて、ブラジルの GK がヨーロッパでも評価される要因としては、GK の基本的な技

術の高さ、幼少期からフットサルで鍛えた足元の技術、育成現場での指導による戦術的理

解の進歩の 3 つが考えられる。特に戦術的理解に於いては、トレーニングから監督とのコ

ミュニケーションが大切であることを意味している。攻撃にどのように関わるのか。守備

の組織をどのように構築するのか。監督と GK コーチの共同作業により選手の個人戦術を

確立し、選手の戦術的進歩に繋げていくことが重要である。また、GK コーチが GK の専

門的な知識だけでなく、サッカーの全体像を把握し戦術的な理解力を深めた上で、選手の

成長が止まらないためのトレーニングの構築、アイディアと創造力の追求が今後求められ

ていく。 

4 つ目はトレーニングにおける戦術的ピリオダイゼーションの導入などから分かるよう

に、GK は他から切り離された孤高の存在ではなく、フィールド選手との関係性の中で組

織の一員として適切な判断が下せるかが重要視されるようになっていることである。当然

ながら GK として最も重要な「ゴールを守る」という軸を忘れてはならないが、フィール

ドプレイヤーとしての積極性、常に周囲の状況を把握した上で正しい判断を下す冷静さ、

感情のコントロールからなる冷静沈着なリーダーシップといった内面的な強さが、これか

らの GK にとって必要不可欠になることが考えられる。 

5 つ目はトレーニングの変化、戦術的ピリオダイゼーションの理論から成る「攻撃」へ

の志向である。「ゴールを守る」ことが最優先であることに変わりはないが、GK に攻撃と

しての機能を要求することによって、サンパオリ氏はチームを改革し、アトレチコ・ミネ

イロを国内タイトル獲得へと導いた。また興味深いのは、ダニーロ氏によれば攻撃が改善

されたことによって守備も強化されたということである。GK の機能変化はチームの失点

のパターンも変えたのである。ただ守るだけでなくボールを奪いに行く「攻撃的な守備」

に変化を遂げたことに意味があり、「攻撃」の志向こそがサッカーの本質であることをサ

ンパオリ氏の指導は証明している。現代サッカーに於ける GK は、守備、攻撃、全てのタ

スクをこなし、チームを勝利に導く司令塔としての存在へと変貌していくことが今後考え

られる。 

ワールドクラスの GK、アリソンとエデルソンを輩出したブラジルの GK 育成システム

は、GK に必要な守備の技術、フィジカルを大事にしているというダニーロ氏の言葉を前

提とした上で、現代サッカーに適応する為の GK の戦術とトレーニングを着実に進化させ

ていたのである。 
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第５章 結果 3 欧州トップクラブにおける GK の指導 

 

本章では、世界の最高峰で活躍する GK の指導がいかなるものか、またそこにどのよう

なフィロソフィーがあるかを、スペイン人指導者へガルシア氏のインタビューから考察し

ていく。 

 

第１節 ヨーロッパのトップクラブの GK 指導 

ガルシア氏は、世界トップレベルの選手達と仕事をする上で以下の 4 つの項目が重要で

あると話した。①選手の起源とパーソナリティを知る、②どのような過程でそのレベルに

辿り着いているかを知る、③選手の直近の情報を把握する、④シーズンを戦う上で、選手

にそれぞれの立場と役割を伝達する、ということである。以上の 4 つに着目し、選手との

コミュニケーションを図り、お互いの関係を深めていく重要性を強調していた。 

また監督の要求するプレーと、チームのプレーモデルをガルシア氏自身が理解し、2 つ

の方法で GK 像を作り上げていくと述べた。1 つ目は、シーズンを戦う上で目標を設定

し、選手と共にトレーニングから構築する。2 つ目は監督、チームのプレーモデルに則し

た選手の獲得である。そして、選手を獲得するケースであってもプレーモデルに適応する

ためのプロセスが必要であり、選手にはプレー理解とパーソナリティを求めるとガルシア

氏は話していた。 

発言の詳細を以下の表に示す。 

 

表 22 ガルシア氏の発言内容１ 

発言 

川口：ガルシアさんは世界のトップクラブで指導してこられました。現代サッカーにお

いて世界のトップで活躍する GK の条件はどのようなものでしょうか？ 

 

ガルシア：まず、世界レベルの GK とトレーニングするうえで見ていかなければならな

いことは、その選手がどういう起源を持ちどういうパーソナリティを持っている

のかです。そしてこの選手にどのようにアプローチすることでこの選手がうまく

機能するかを知るということが重要です。2 つ目は選手とコーチがお互いに知り

合ったうえで、その選手がどのような過程でそのレベルまでたどり着いてきたの

かを知ることが重要です。それは彼らがどのように練習してきたのかとか、どう

いう経験を乗り越えてきたのかを知るべきです。3 つ目として大事になるのは、

このように彼らの起源やパーソナリティなどの情報を集めたうえで実際に彼らと

対峙してやっていくわけですが、実際に今シーズンはペペ・レイナがチームに加
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入してきたのですが、そうした選手の直近の情報を知るということも大事になっ

てきます。私は実際に彼の直近の 15 試合フルマッチを分析し、彼に対してどう

いうことが必要とされるか、どういうトレーニングが必要になるかを最初のトレ

ーニングのときにしっかり伝えられるようにしました。最後のポイントとして、

実際に彼らを知った上でどのようにシーズンを送っていくかということが大事に

なるのですが、クラブや監督、コーチから彼らが現状どの位置にあるのかを正直

に伝えることが重要だと思っています。GK としてプレーできるのは一人ですの

で、それぞれの選手がチームの中でどのような役割を持つかが決まってきます。

それを正直に、誠実に GK たちに伝えるということをしなければなりません。そ

のうえで、試合に出場する選手がいますし、出場できずにサブに回る選手が出て

きますけれども、彼らのパフォーマンスを最上限に引き上げるということを行っ

ています。 

 世界レベルの GK と対峙するうえで重要なのはこの 4 つではないかと考えていま

す。 

 

川口：ガルシアさんが選手とのコミュニケーションを重要視しているということがわか

りました。ではプレーの面において選手に求めていることはどのようなことでし

ょうか？ 

 

ガルシア：このレベルに達している GK についてはすでに技術が完成されていますの

で、技術面に対して要求することはほとんどありません。そんな中で一番大事と

言えるのはプレー理解です。監督が求めるサッカーをどのようにプレーするかを

理解してくれる力があるかどうかが大事なのです。つぎに重要なのはパーソナリ

ティです。自分のパフォーマンスをチームのために最大限に発揮するというパー

ソナリティを持っているかどうかが大事だと考えます。 

 

川口：そのプレー理解という部分を伝えるために、ガルシアさんは監督であるウナイ・

エメリ氏(スペイン)と常にコミュニケーションを取られているのでしょうか？ 

 

ガルシア：私はずいぶん長くエメリ監督とは仕事をしていますが、その前であってもエ

スパニョールならエスパニョールの、セビージャならセビージャのそれぞれプレ

ーモデルが各クラブに存在します。そうしたモデルを選手たちに伝えられるよう

まず自分自身がしっかり理解することが大事だと考えています。私が契約するク

ラブにすでにプレーモデルに近い GK が所属している場合もありますし、プレー

モデルとは違うタイプの選手がいることもあります。そうした場合は選手たちが

プレーモデルに適応する期間が重要になると考えています。選手、監督と話し合
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いながら、適応する必要がある選手に関しては、そのプレーモデルを理解できる

ようにするトレーニングを作っていくことも重要になります。クラブや監督の提

示するプレーモデルとすごく差がある選手がいる場合もあります。その場合、最

終的にはこのようになってほしいという GK 像を提案したうえで一緒にトレーニ

ングをしていき、選手たちにいろいろと要求をしていかなければならないとき

に、この時期にはこうなっていてほしいという目標を設定したうえで一緒にシー

ズンを過ごしていきます。そういった形を考えた時に二つ起こりうるのは、監督

がこういう GK が欲しいというのをスカウトとも共有したうえで、それに近い

GK を獲得するというところからスタートできる場合もありますし、逆にクラブ

が事前に GK を獲得している場合もあります。後者の場合は先ほど話したように

プレーモデルに適応させていくというプロセスが必要になります。 

 

 

また、ガルシア氏にサッカーの戦術的な進化と GK に関するルール変更に伴い、GK の

トレーニング内容の変化について質問したところ、興味深い答えが返ってきた。ゲーム形

式でのトレーニングだけでは試合で起こりうる戦術的な変化に対応する場面の現象が出に

くいため、GK の頭に残る形で状況を再現し、GK のグループに分かれてトレーニングを

行うというのである。GK の特性とメンタリティから、自分のことに集中し落ち着いてプ

レーする時間とプレー機会の確保が理由であった。以下がその発言である。 

 

表 23 ガルシア氏の発言内容２ 

発言 

川口：現在のサッカーは戦術的にも進化し、GK に関わるルール変更が行われている中

で、GK のタスクをめぐる変化をガルシアさんはどう捉えていますか？またそれ

に対応するためにトレーニングにも変化が生じましたか？ 

 

ガルシア：まず前提として、私たち GK コーチはテクニカルスタッフではあるけれども

決して監督ではないのです。ルール変更その他でサッカーにおいて何が変わった

のかをまず知ること、その変更によって GK のプレーにどのような影響が生じた

のかを知り、それを論理的に組み立て直していく作業が必要です。このルールが

変更されたときに、例えば攻撃や守備においてライン間のスペースが変わったり

します。そうした変化が生じた時に自分たちがどのようにそうした状況に適応す

るかをしっかり考えたうえで、それを GK トレーニングにどのような形で落とし

込んでいくかを考えなければなりません。そういったトレーニング、メソッドの

話になった時に、フィールドの選手と一緒にトレーニングする時間もあります

し、GK だけでトレーニングする時間もあるのですが、ゲーム形式のトレーニン
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グではそうした変化に対応する場面があまり現れないということもあり、セパレ

ートのトレーニングで GK の頭に残る形でそういう状況を再現しています。そう

いう意味ではゲーム形式から切り離した形で技術的なトレーニングをする必要が

あると考えています。また別の要素として、少しメンタル的な要素になると思う

のですが、GK だけでトレーニングするということに関して、GK は自分のこと

だけに集中できるのですごく落ち着いてプレーする時間が確保できます。しかし

その一方、それはやはり切り取られた部分でのトレーニングなので、できるかぎ

りゲームに近い状況でトレーニングさせるということが重要です。 

 

川口：GK のセパレートのトレーニングでもゲームに近い状況をつくるということでし

ょうか？ 

 

ガルシア：はい。そういう風にやるべきだと考えています。実際に私たちも各リーグを

移動しているという状況ですが、シーズンに入る前にはそのリーグの傾向、つま

りどのようなゴールが生まれていて、そのような失点が多いのか、攻守にわたっ

てどのような状況が GK に生まれるのか、またそれがどのような頻度で生じるの

かを調べることからスタートします。そういう要素を情報として集めたうえで、

自分たちの戦い方、プレーモデルを準備して、それをトレーニングに落とし込ん

でいきます。それをすることによって自分たちの理想であるプレーモデルと実際

のリーグで要求される要素を合わせた形でトレーニングを行っていくことがセパ

レートのトレーニングでも重要だと考えます。 

 

ガルシア氏に GK にとって攻撃と守備、どちらが重要であるか聞いたところ、GK の最

も重要な役割はゴールを守ることであり、それぞれのポジションの特性を明確にプレーで

示すことが重要であると話していた。戦術が進化し、今後求められるタスクが増えてもま

ずは「ゴールを守る」。守備の優先順位が高いことがガルシア氏の基本的な考え方であっ

た。発言の詳細は以下である。 
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表 24 ガルシア氏の発言内容３ 

発言 

川口：現代サッカーでは GK に攻撃のタスクもすごく求められています。ガルシアさん

は GK にとって攻撃の要素と守備の要素ではどちらが重要だと考えていますか。 

 

ガルシア：私にとってその質問の答えは簡単です。GK の最も重要な役割が相手のシュ

ートからゴールを守るということですから、守備が最も重要な要素と考えていい

と思います。確かにルールの変更や戦術の変化によって数的優位をつくるために

GK が攻撃に参加することを求められますが、GK は他の選手と異なるルール

（手を使える）を持っているのですから、ゴールを守れるというのが一番重要な

要素だと思います。例えば、ヨーロッパチャンピオンになったレアルマドリード

のクルトワなども、最終的にチャンピオンになったのは彼自身が攻撃に関わった

からではなく、しっかりと大事な場面でゴールを守ったからなのです。ただ、ク

ラブによって GK に求める攻撃と守備の比率が変わってくるのも事実です。リー

ガエスパニョーラであれば、アトレチコとバルセロナを比較したときに、アトレ

チコのほうはよりディフェンスが優位性を持つでしょうし、バルセロナに行けば

より攻撃のパーセンテージが上がるでしょう。 

 

川口：ガルシアさんもチャンピオンズリーグを戦われてきましたが、戦術が進化してい

く中でもやはり GK の守備の重要性は変わらないということですね。 

 

ガルシア：そこに関してはこれからも変わらないと思います。それは GK だけではなく

て例えば CB でも、今はよく攻撃を組み立てられる CB が最高だと評価されます

が、基本的に一番重要なのはゴールを守れる GK であり、ゴールを守れる CB で

はないかと思います。それはポジションの特性で、例えば FW であれば守ること

よりもまずは点を取ることが優先されます。このように一つ一つのポジションに

ある特性というものが重要なのではないでしょうか。そこにプラスアルファとし

てそれをさらに補うとか、さらに良くするプレーができるのであればなお良いの

ではないかと思います。 

 

各国様々なリーグとトップクラブでの指導実績があるガルシア氏に、ヨーロッパ各国に

於ける GK の指導の現状と、異文化のなかで仕事をするために何が大切かを聞いた。技術

的な部分では、スペインを例に挙げるとイタリア、ドイツ、フランスとそれぞれの国から

情報を入手し、情報から得たノウハウを実践して指導するケースもあると述べた。また、

各国のエリートカテゴリーに於いて指導をする上で大切なことは、まずはその国の文化と

知識を理解し、適応する。そして文化的な部分からのアプローチで選手達との関係性を築
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く、この 2 つであると述べた。そして GK も一つの環境だけでない多文化的な状況の中で

トレーニングすることは、選手自身が成長するうえで重要であると話していた。以下が発

言の詳細である。 

 

 

表 25 ガルシア氏の発言内容 4 

発言 

川口：ガルシアさんは様々なリーグのトップクラブを経験されたわけですが、ヨーロッ

パ全体として GK に関する見方はどのようなものでしょうか？ 

 

ガルシア：私はいろいろな国で指導をしてきましたが、各国ともに GK に対する基本的

な理解が根付いていたように思います。そこから GK のトレーニングが構築され

ているわけですが、例えばスペインであればいろいろな人が入り混じって形成さ

れている国で、各国から来たコーチがそれぞれいろいろな情報を持ってきている

のではないかと思っています。技術的なことでいえば時にはイタリアから情報を

入手しますが、それがドイツ経由の人もいれば、フランス経由の人もいると思い

ます。エリートのカテゴリーでコーチをしていくのに重要なのは、GK がどのよ

うに考えられているのかについて、ピッチ内だけでなくその国の文化を理解する

こと、そしてそれに適応することが大事だと思います。この文化に関する知識を

持っていないと、クラブや選手との文化的な衝突が起きますし、知識を持ってい

ることでそれを回避することができます。実際にイタリア人 GK がチームにいた

時に、技術的・戦術的に理解が異なることがありました。もしそうしたすれ違い

を文化的な部分からのアプローチによって解決できるならばお互いにとって良い

でしょう。自分自身の話で幸運だなと思っているのは、異なる国のトップクラブ

で直接その現場に立つことができて、実体験を通じて学ぶことができたことで

す。また自分が一緒にトレーニングをしてきた GK たちも一つの環境ではなくて

多人種の中で一緒にトレーニングをできたことは重要でした。私は彼らからも学

び、またいろいろなところに行って情報を集めてきました。それは非常に良い経

験になりました。 

 

最後にガルシア氏が指導してきた選手のなかで、誰が最高の選手であったかを聞いた。

多くの優秀な選手を指導してきたガルシア氏にとって特定の選手を挙げることは難しく、

また、トップクラスの GK に共通している要素はプレッシャーに打ち勝つパーソナリティ

であると話していた。発言の詳細は表 20 に示した。 
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表 26 ガルシア氏の発言内容 5 

発言 

川口：ガルシアさんが指導、又は対戦した GK のなかで誰が最高の GK だと思いました

か？また世界最高の GK になるために必要な要素は何でしょうか？ 

 

ガルシア：一つ目は本当に難しい質問ですね（笑）。チェフであったり、ペペ・レイナ

であったり、エスパニョールのカメニといった素晴らしい選手と一緒にやってき

ましたが、この中で一人を選ぶことは困難ですね。それ以外の選手からも私はた

くさんのことを学びましたし、コンテクストによって No.1 は変わっていくもの

です。二つ目の質問に関しては、前提としてチェルシーやバイエルン・ミュンヘ

ンに行けば求められる GK 像というのは異なりますし、他の国にいっても求めら

れる GK 像というのは異なるでしょう。しかし共通しているのは、パーソナリテ

ィのところではないかと考えています。GK はつねに大きなプレッシャーのなか

でプレーしなければならない存在で、そうしたプレッシャーがある中でも 1 試

合、1 シーズンを通して継続的に高いパフォーマンスを発揮できるようなパーソ

ナリティが必要です。エラーが起きないように自分のパフォーマンスを維持し続

ける力が高いのもパーソナリティに関わる部分でしょう。また、ミスが起きた時

でも、そのミスが次のパフォーマンスに影響しないようなメンタリティを持って

いる必要があります。そうしたパーソナリティの部分はどこに行っても共通して

求められるものだと思います。 

 

以上のガルシア氏のインタビューから、コーチの立場としてトップクラスの選手へアプ

ローチするために必要なことは、選手達をより細かく事前に調査し、選手の起源、パーソ

ナリティ、文化的な背景を理解した上でコミュニケーションを図ること、すなわち選手と

の関係性の構築であることが明らかになった。GK は試合に出場できる選手は 1 名であ

り、残りの選手達の試合出場機会は限定される。選手へのシビアな決断の伝達はコーチに

とって最も過酷なミッションであることは理解できる。 

そしてガルシア氏の GK のトレーニングについての考え方は、ゲームから切り離した形

で技術的なトレーニングを行う。その理由として、ゲーム形式では再現性が難しいことも

あるが、GK は自分のことに集中し落ち着いてプレーする時間の確保が必要というガルシ

ア氏の言葉から、GK に対する理解と選手への思いやりを感じた。 

また現代サッカーに於いて GK は攻撃へのタスクも要求される時代であるが、ガルシア

氏は GK にとって守備が最も重要なタスクであると語っていた。GK 出身である筆者にと

って攻撃の重要性は理解しながらも、GK の存在意義を改めて気付かされる言葉であっ

た。 
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サッカーは常に進化し、GK は攻撃と守備に於いて様々な能力が要求されている。その

中で「ゴールを守る」という GK の本質は、勝つか負けるかで評価が下される厳しい世界

に於いて最もシビアで重要な評価基準である。これが世界最高峰の舞台で戦うガルシア氏

の答えであった。 

第２節 本章のまとめ 

本章では世界のトップクラブで活躍するスペイン人 GK 指導者のガルシア氏へのインタ

ビューをもとに、今後世界のトップトップで戦うために必要な GK の素養、そしてそうし

た GK を指導していく方法について考察した。ガルシア氏のインタビューからは、世界の

トップクラブの一流の GK を指導していくためには、その選手の詳細な分析と密なコミュ

ニケーション、さらに各リーグの特徴を把握しながら監督のフィロソフィーを現場に落と

し込んでいく作業が必要であることが明らかになった。各国のリーグはそれぞれに特有の

プレー傾向および失点パターンを持つため、技術的にはほぼ完成された選手を抱えるビッ

グクラブにおいて必要なのは、リーグの傾向と監督のフィロソフィーを個々の選手たちに

適応させるようなトレーニングであった。こうした視点は現代の日本サッカーではまだ十

分に浸透しているといえないだろう。 
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第６章 結果 4 アルゼンチンにおける GK の指導 

 

第１節 アルゼンチンの GK の育成環境とフィジョール氏の育

成年代の経験 

フィジョール氏は元々ボランチの選手であり、14 歳から GK を始めた。自身の経験から

GK を始める年齢は特に重要ではないという。そして当時 GK コーチがいない環境であっ

たが、トップチームの選手のプレーを見て分析し、真似をしたことで成長できたと語る。

身近にいた模範となる選手の存在が、フィジョール氏の「観察力」に大きな影響を与えた

のであろう。また、アルゼンチンのサッカーの強さの秘訣はポトレイロであるという話が

あった。ポトレイロとはアルゼンチンの草サッカーを意味し、10 歳の子どもからおじさん

まで幅広い年齢の人々が一緒にプレーするものだ。そこにはラインもなければ、ゴールは

そこにあるもの、例えば靴を置いてつくる。ブラジルのストリートサッカーと並び、ポト

レイロは創造性を育む原点となっているという。以下が発言の詳細である。 

 

表 27 フィジョール氏の発言内容 1 

発言 

川口：まず、現役時代のフィジョールさんは 1 対 1 が非常に強いということを何度も映

像で見ていて、オズワルド・アルディレスさん（横浜 F・マリノス時代の監督）

からもフィジョールさんの 1 対 1 を学べと言われていたのですが、それは自分で

1 対 1 のやり方を考え出したのか、それとも誰かに指導されたのですか？ 

 

フィジョール：ひとつは、持って生まれたものはあると思います。もう一つは、私自身

が 1 対 1 の対応が好きで得意としていたということです。プレーしているときに

FW が来るのを待つのではなくて、FW に対して自分から向かっていくことで

FW から見えるゴールが小さくなるということを学習していきました。 

 

川口：当時は、FW に向かっていくときに体を横に倒すというのが普通のやり方だった

と思うのですが、フィジョールさんは倒れずにそのままの体勢で前に出ていまし

た。それは自分で見出したのですか？それともトレーニングで身に付けたのでし

ょうか？ 

 

フィジョール：私はユース年代ではキルメス AC でプレーしていて、その時にトップチ

ームの GK のプレーをよく見ていました。他の GK を見ていた時に気づいたの
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が、1 対 1 のときに顔を横に逸らしてはいけないこと、目を離さないこと、さら

にぎりぎりまで寄ったらそのあとは飛び込まずにつま先立ちで相手の反応を待つ

ということ、でした。 

 

川口：フィジョールさんのプレーは今のブロッキングというテクニックに繋がっている

と思います。今の GK の 1 対 1 の技術はフィジョールさんがパイオニアなのかな

と考えています。ところでフィジョールさんは GK を始める適性年齢は何歳ぐら

いだと考えますか？ 

 

フィジョール：年齢は関係ないと思います。私も 14 歳までは 5 番のポジション（ボラ

ンチ）でプレーしていました。順番で GK を回しているときに自分の番が来て、

そこでプレーしてみて最終的に自分が GK でプレーすることを選びました。 

 

川口：14 歳までフィールドプレイヤーだったことでいい影響はありましたか？ 

 

フィジョール：もちろんありました。というのも、私は良い意味でフィールドプレイヤ

ーを信用しなくなりました。フィールドプレイヤーは必ず間違いを犯すのです。

その時に自分がどこにいて何をするかが大事なのです。 

 

川口：先ほどおっしゃった何歳からでもいいというのは、アルゼンチン全体がそういう

感じなのですか？ 

 

フィジョール：アルゼンチン全体がそうということもありますが、私の場合は小さいと

きから年上のプレーヤーに混ざってプレーしていて、その時にみな勝利を貪欲に

目指していました。だからそこでは年齢など関係なかったのです。ポトレイロは

アルゼンチンサッカーのエッセンスなのです。ポトレイロはみんなが必ず通る道

で、プロサッカーに入る前の土台を養ってくれます。そこにはコーチも監督もい

ません。それぞれの選手が自分で考えてプレーするのです。ポトレイロで幅広い

年齢の選手と一緒にプレーすることが大事なのです。というのも、プロになる前

にはユースチームに入らなければならないのですが、自分と同じ年齢の選手と競

う上で、年上とやった経験が役に立つのです。 

 

第２節 アルゼンチンの GK 育成内容 

現在、アルゼンチンの GK 育成システムには、GK 専門スクール、そして育成のための

カリキュラムがあり、7 歳から 8 歳の子供達が通える GK スクールも増加傾向にあるとい
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う。チーム全体のトレーニングの流れとしては、GK に特化した個別トレーニングの割合

が多く、最後のゲーム形式のトレーニングまでは、フィールドプレイヤーと分かれて GK

のトレーニングを行っている。また、現在ヨーロッパで活躍するアルゼンチン人 GK が増

えている要因としては、1990 年代以降に実際プロとして活躍した選手による指導と GK コ

ーチの地位の確立、近年設立された GK コーチ専用のライスセンス制度の充実が理由であ

るとフィジョール氏は話していた。発言の詳細は表 23 に示す。 
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表 28 フィジョール氏の発言内容 3 

発言 

川口：GK の育成についてお尋ねします。現代サッカーでは GK のタスクが複雑化して

いますが、指導方法ではどのような変化があったのでしょうか？また、システマ

ティックな指導方針のようなものはアルゼンチンにあるのでしょうか？ 

 

フィジョール：私は 25 年間プロでやっていたのですが、一度も GK コーチに指導を受

けたことはありません。そもそも GK コーチという役職がなかったのです。私は

引退した後に GK コーチになったのですが、私の時代にはありませんでした。現

在では GK 専用のスクールもあり、育成のカリキュラムもあります。7 歳から 8

歳の子どもたちから通えるスクールも増えています。 

 

川口：現代サッカー、特にヨーロッパでは GK の足元の技術やチーム戦術の理解が強調

される傾向があります。アルゼンチンでもそうした流れに向かっているのでしょ

うか。それともシュートストップやクロス対応などゴールを守るという部分をや

はり強調しているのでしょうか？ 

 

フィジョール：アルゼンチンではフィールドの選手と GK が別々にトレーニングするこ

とが多いです。トレーニングの最後のゲームで合流するという形です。 

 

川口：戦術的な要求が高いヨーロッパのリーグでもアルゼンチンの GK が活躍していま

す。これはアルゼンチンの育成が上手くいっているということでしょうか？ 

 

フィジョール：1990 年代以降、実際にプロとしてプレーした GK が引退後に GK コー

チという役職をつけてもらうようになりました。そうしたコーチが育成に関わる

ことで、アルゼンチンの育成のレベルが上がったのです。いまでは GK コーチ専

用のライセンス制度もあります。 

 

川口：最後にフィジョールさんは GK の能力としてどの要素を重要視しますか？フィジ

カルであるとか、技術であるとか。 

 

フィジョール：私は GK を評価するとき、試合内容を見るのではなく、ずっと GK の動

きだけを見ています。オンのときも、オフのときもです。基本的にパーソナリテ

ィの部分や立ち姿です。 

 



 

57 

 

 自国開催の W 杯優勝経験のあるフィジョール氏の言葉には、揺るぎない自信と、自身

の GK 哲学に対する誇りを感じた。W 杯優勝という偉業を達成する 

ためには、筆者の想像を絶するほどのプレッシャーに耐えられる強さと、自らの弱さに

打ち勝つパーソナリティ、戦うための準備とチームの強い結束が必要であるとフィジョー

ル氏は力説していた。また育成については、GK 専用のスクールが設立されているよう

に、アルゼンチンでも GK の普及が進み、指導環境が整ってきている。その結果、優秀な

GK をヨーロッパのクラブへと輩出している。やはり、普及と育成の充実が優秀な人材を

発掘するうえで欠かせない作業であることは言うまでもない。また、その人材がフィジョ

ール氏のように見て学び、物事を吸収できる柔軟性が備わっていれば、より優秀な人材が

出現することも考えられる。 

最後にフィジョール氏の「試合内容を見るのではなく、GK の動き、そして立ち姿を見 

ている」という話があった。今後は、筆者も GK を観察する上で、試合の中での GK の

「立ち姿」に注目していきたい。 

 

第３節 1978 年 W 杯アルゼンチン大会での優勝の経験 

1978 年、地元アルゼンチンで開催された W 杯でフィジョール氏は優勝チームの GK と

して歴史にその名を残す。当時のアルゼンチン代表は国内でプレーしている選手が多く、

国際大会での経験と実績が不足していた。1970 年に W 杯出場を逃したアルゼンチン代表

は、国内リーグでの実績を評価されたセサール・ルイス・メノッティが代表監督に就任す

る。アルゼンチン指導者の頭脳と言われ、現在母国に指導者養成学校を設立しているメノ

ッティ氏は、当時のヨーロッパの戦術を研究し、チームとしての戦い方を選手達に提示し

た。チームに方向性を示し、勇気と自信を植え付けたことで、アルゼンチン代表は W 杯で

快進撃を続ける。そして、アルゼンチン国民の大きな期待を背負う中、選手達は不安とプ

レッシャーに打ち勝ち、栄冠を勝ち取ることができたとフィジョール氏は語った。以下が

発言の詳細である。 

 

表 29 フィジョール氏の発言内容 2 

発言 

川口：これまで私自身もアルゼンチン代表と試合をし、また先日 U19 代表のコーチとし

て U19 アルゼンチン代表チームを見た時にも思ったのですが、アルゼンチンの選

手は個人の技術がとても優れていて、状況に応じて判断やテクニックを変えるこ

とができると同時に、チームとしてもオーガナイズされていると感じます。それ

もポトレイロで培われたものでしょうか？ 

 

フィジョール：創造性や個人の技術に関してはそうだと思いますが、アルゼンチンの代
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表チームがよくオーガナイズされているかというと疑問を感じます。私はアルゼ

ンチンの悪い時代を過ごしてきました。チームにリーダーシップのある選手がお

らず、選手が個々にプレーしていました。1970 年にアルゼンチンは W 杯出場を

逃します。そこで、セサール・ルイス・メノッティがヨーロッパでシステムやフ

ォーメーションの研究をし、代表監督になりました。私はメノッティに勇気をも

らいました。私たちはやれるんだ、と。彼にはチームをオーガナイズする能力が

あり、その上でメンタリティも植え付けてもらいました。 

 

川口：アルゼンチンは良い指導者をたくさん輩出していますが、メノッティさんの影響

が大きいのでしょうか？ 

 

フィジョール：そうですね。アルゼンチンが世界で認められたのは 1978 年の W 杯を優

勝してからですが、まさにメノッティがアルゼンチンの脳みそとしてコンセプト

を整えた上で指揮を執ってくれたからここまでこれたんだと思います。 

 

川口：メノッティ監督で臨んだ 1978 年 W 杯は地元開催でフィジョールさんも大きな重

圧があったと思うのですが、どういったメンタリティで大会に望まれましたか？ 

 

フィジョール：当時のアルゼンチン代表はほとんどが国内でプレーしていた選手で、み

な大きな不安とプレッシャーを感じていました。しかしメノッティは私たちを奮

い立たせてくれました。自分たちが一番であると。私たちは彼の言葉をすべて信

じていました。 

第４節 本章まとめ 

 フィジョール氏のインタビューから明らかになったのは、少年期に型にはめた指導に

こだわるのではなく、より柔軟なサッカー経験を与えることがアルゼンチンの強みになっ

ているということだった。ポトレイロという草サッカーの環境では自分より年上の人々が

本気で勝利を目指す中に混ざってプレーしなければならない。その中でどのようにすれば

良いプレーができるのかを各自が工夫し、時には周りの選手を見てその技を盗むなどして

生き残ってきたのである。GK コーチという役職自体が比較的最近確立されたこともあ

り、ブラジルやヨーロッパのトレーニング方法と比較すると必ずしも最先端を走っている

とは言えないが、少年期に柔軟な創造性を育くむことによって、その後の伸びしろを大き

くしていると思われる。以上、両者のインタビューからは今後の日本のＧＫ育成、そして

ＧＫ指導の発展にとって重要な示唆を与えてくれた。 
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第７章 結果 5 筆者の PK 戦の経験 

2022 年 W 杯カタール大会において日本は PK 戦の末クロアチアに敗れ、目標としてい

たベスト 8 にあと一歩のところで届かなかった。遡れば 2010 年南アフリカ大会において

も、ベスト 8 進出を賭けたパラグアイ戦に PK 戦で敗退している。カタール大会では決勝

を含めた 5 試合が PK 戦での決着であったように、国際大会で結果を残すためにはキッカ

ーだけではなく GK もまた PK ストップの技術をあげていかなければならないだろう。本

章では筆者自身が日本代表として経験した PK を客観的に分析することを通じて、今後国

際大会で活躍するであろう日本の若き GK たちが身に付けておくべき技術や心構えを論じ

ていく。さらに、育成年代の選手たちに PK 戦の経験を提供する方策についても述べてい

きたい。 

 

第１節 国際大会における PK の重要性 

 本章では以下、筆者がプレーヤーとして経験した 2004 年アジア杯ヨルダン戦、2006

年 W 杯ドイツ大会グループリーグ・クロアチア戦、そして 2007 年アジア杯オーストラリ

ア戦、またコーチとして経験した 2021 年東京オリンピック・ニュージーランド戦（GK は

谷晃生）について論じる。なおドイツ W 杯クロアチア戦は、PK 戦ではなくプレー中の

PK である。ここであらかじめ注意しておく点がある。それは、主要な国際大会における

代表戦ではスタッフによる相手チームの事前の調査が行われ、PK に関する何かしらの情

報が入手され、GK に渡されるということである。最終的にそれらの情報に依拠するかど

うかは選手の判断であるが、そうした事前のデータ収集も PK 戦の勝敗を決める重要な要

素の一つであることは間違いない。したがって以下では、各大会についてまず相手チーム

の情報がどのようなものであったのかを示したうえで、筆者および谷がどのように PK を

ストップすることができたかを分析していく。 

  

第２節 2004 年アジア杯ヨルダン戦 

2004 年 7 月、中国・重慶で行われたアジア杯準々決勝で日本代表はヨルダンと対戦し

た。試合は延長戦でも決着がつかず 1-1 のまま PK 戦にもつれ込む。PK 戦では両チーム 3

人のキックが終了した時点で 1-3 とヨルダンがリードしていた。ここから筆者は相手選手

のミスも含め 4 本連続で相手にゴールを許さなかった。4 本のうち 2 本を止めることに成

功し、最終スコア 4-3 と勝利を手にした。スタジアムのアウェイの雰囲気、中国内陸部の

高温多湿、ピッチサイドの変更と、集中力の維持を妨げる様々な要素が背景にありながら

筆者の記憶に残るパフォーマンスが発揮された。 

まずこの PK 戦に関しては、ヨルダンの情報が事前に入手されていなかった。中二日と
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いう慌ただしい日程のなかで PK 戦を戦うという部分までスカウティングの準備ができて

いなかったと考えられる。したがって GK としては全く情報がない状態であったが、試合

中に相手選手の個々の特徴を掴み、パワー系、テクニック系といった見極めはしていた。

パワー系の選手は PK でも強いシュートを蹴る場合が多く、逆にテクニック系の選手は

GK の逆を取るようなシュートが多いからである。 

この PK 戦では最初の 2 人に関しては自分の納得のいくパフォーマンスを出すことがで

きなかった。代表に召集されるのは 2002 年日韓 W 杯以来であり、さらに久しぶりの PK

戦。しかも当時は反日ムードが高まっていた重慶の観客の雰囲気に飲まれて、相手どうこ

うではなく自分自身の気持ちが PK 戦に入り切れていなかったのだと感じる。転機が訪れ

たのは 3 人目であった。ピッチコンディションが酷く、3 人目からピッチサイドが変更さ

れたことがきっかけとなり、3 人目のシュートに対して下半身の力がぐっと入った感覚が

あった。シュートコースとは反対に飛んでいたものの、そこで何か重たいものが取れた感

覚があったのである。状況としては依然ピンチだったのだが、そこで自分自身にフォーカ

スすることができたのである。 

4 人目からは入れられたら終わりなので、先に動いたら負けだと判断し、ボールに反応

しようと切り替えた。4 人目のキッカーを前にした時の心理状況は、いわゆる「ゾーン」

と言われるものだったと考えられる。まず、それまで筆者にプレッシャーを与えていた周

りの音が全く聞こえなかった。そして PK のときはボールに集中するようにとジーコ監督

から指示を受けていたのだが、その時はボールに集中しているにもかかわらず、ボールも

キッカーも観客もすべてが同じ一枚の絵に見えたのである。そして不思議なことに次に起

こることが予測できたのだ。その結果、PK ではほとんど止められることがないとされる

上へのシュートを指先で弾くことができた。ボールはクロスバーに当たりゴールを外れ

た。そこから先は同じような心理状態で PK 戦に入れていて、後からビデオを見ると相手

選手が動揺しているのがわかった。 

したがってこのヨルダン戦の PK は情報に頼るのでもなく、また駆け引きなどを用いて

相手を揺さぶろうとするのでもなく、ただ極限状況の中で自分自身に意識を向けて集中力

を高めたと分析できる。今回のカタール W 杯ではアルゼンチンのマルチネスが相手を揺さ

ぶろうとしていたが、筆者はそういうタイプではない。むしろクロアチアの GK ドミニ

ク・リバコビッチは筆者と似たタイプだと思われる。意識を相手に向けるのではなく、自

分に向けて集中力を高めるタイプである。 

 

第３節 2006 年 W 杯クロアチア戦 

2006 年 6 月、W 杯ドイツ大会グループリーグ第 2 戦のクロアチア戦では前半 21 分に

PK を与えた。筆者はその PK をストップし、結果的に勝ち点 1 を獲得することができ

た。事前に情報収集があり、試合中の PK はほぼダリヨ・スルナ選手が蹴るということ、



 

61 

 

またその資料映像を多く見ていた。ある程度の傾向は掴めていたが、左に蹴るのが 50～

60％程度だったので、真ん中には蹴らないとしても実際には左右どちらに蹴るかは分から

ないと言われていた。本番ではスルナが（GK の）左に蹴った映像がフラッシュバック

し、直観的に左に動く判断をした。スルナのキックが速いという情報もあったので、予測

して先に動き出さないと止めることはできないと考えていた。実際にスルナのシュートは

強く良いコースに来たが、先に左にステップを踏んだことでリーチを出すことができ止め

ることができた。PK においてあらかじめデータを提示された場合、そのデータを信頼す

るのかあるいは直観的に判断するのかは GK しだいであるが、極限状況の中ではデータは

GK の支えにもなると感じた事例である。 

 

第４節 2007 年アジア杯オーストラリア戦 

2007 年 7 月、ベトナムで行われた同じくアジア杯準々決勝。相手は前年の 2006 年 W

杯ドイツ大会において 1-3 と逆転負けを喫した因縁の相手である。試合は 1-1 のまま PK

戦にもつれ込む。トータル 5 本の内、最初の 2 本をストップし 4-3 で勝利することができ

た。この試合に向け事前にオーストラリアの選手の蹴る方向、誰が蹴るといった情報は入

手されていた。オーストラリアにヨーロッパで活躍する選手がいて、彼らの PK の映像を

試合前日に見ることができた。特にシュートを止めた 2 本のセーブは事前の情報を得た効

果が表れた。 

しかしながら、データがあれば PK を止められるというわけではない。このレベルの選

手になればシュートのコースも強さも一流であり、予測したうえでさらに技術や瞬発力が

なければならないのである。まず、筆者の経験から PK は必ずしも GK のサイズの問題で

はないと考えられる。筆者は 180 ㎝の身長であるが国際舞台で何度も PK を止めてきた

し、また 1994 年の W 杯ではメキシコ代表のホルヘ・カンポスが 168 ㎝の身長にもかかわ

らずブルガリア戦で PK を止めている。したがって、重要なのは跳躍力を引き出す技術な

のである。 

 

第５節 2021 年オリンピック東京大会 

2021 年 7 月、1 年の延期を経て開催されたオリンピック東京大会準々決勝において、日

本代表は PK 戦の末にニュージーランド代表を下した。筆者は GK コーチとしてこの大会

に参加し、選手たちを指導・サポートした。ニュージーランド戦では湘南ベルマーレに所

属（当時）する谷晃生選手がゴールマウスを守った。谷は 2 人目のシュートをセーブし、

PK 戦の勝利に貢献した。この試合については事前にニュージーランドの選手全員の PK

の傾向を Wyscout というサイトで調べ、そのデータを谷に提供するためにメモを用意し

た。しかし実際の PK 戦では谷が興奮状態だったため、そのメモは使わず自分の判断で戦
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うことになった。 

ここで、相手に関するデータへの依存ではなく、谷は自分から敢えてそれを取り払った

といえるかもしれない。むしろ谷は、本番で自分自身に集中することを選んだといえるだ

ろう。非常に興味深いことだが、筆者が大会に向けて事前に作成した谷選手用のモチベー

ション映像には彼が PK ストップをしたシーンが含まれており、それが本大会の PK スト

ップと瓜二つのプレーだったのである。ここで言えるのは、指導者として提供すべきは、

相手に意識を向ける情報と自分自身に意識を集中させる情報の両方が必要だということで

はないだろうか。相手の特徴を事前に把握して GK に準備をさせること、その一方で自分

自身のベストパフォーマンスを出すことに集中させること、指導者はこのどちらにも配慮

しなければならない。 

第６節 本章まとめ 

育成年代においては相手の情報をスカウティングするということが日常的に行われると

は考えにくい。したがって、技術やフィジカル、そしてメンタルの部分の強化を行ってい

く必要がある。 

 

第１項技術・フィジカル 

技術的な面でまず重要なのは飛ぶ方向である。まず GK はシュートの角度を減らすため

に体を前に出すが、前に踏み込んで、さらに斜め前に飛ぶことによって角度を減らすこと

ができる。さらにそのとき片足をライン上に残して（ルール上どちらかの足が残っていれ

ば良い）、もう片方の足で前に踏み込むことで跳躍力を出すことができる。2022 年 W 杯に

おけるクロアチアの GK リバコビッチは PK で非常にリーチが長かった。その理由は、彼

は股関節が柔らかく、膝を深く曲げて深く踏み込み、低いダイビングができていたからで

ある。片足だけで跳ぶのではなく、踏み込み足と蹴り足の両足の力を使って飛ぶことでリ

ーチが出るのだ。こうした基本的な技術の習得を進めていかなければならないだろう。 

また、現在のルールでは GK はゴールライン上で動くことができる。動くことによって

相手キッカーに揺さぶりをかけることができるが、逆に自分自身の集中力という部分では

マイナスに働くかもしれない。したがって動くか動かないかは GK のパーソナリティによ

るだろう。 

 

第２項メンタル 

上述のように、メンタル面で重要なのはまず相手に意識を向けるのか、自分に意識を向

けるのかという部分だと考えられる。駆け引きや揺さぶりなどで相手のミスを誘うという

戦略もあるだろうし、また筆者のように自分自身の集中力を高めることを優先するという

ケースもあるだろう。いずれにしても、国際大会での勝敗がかかった PK 戦ともなれば、

GK もキッカーもともに心理的には極限状態である。例えば 2021 年のユーロ 2020 決勝の
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PK 戦ではイングランド代表の 3 人目マーカス・ラッシュフォードが失敗した後、立て続

けに 4 人目、5 人目が失敗した。さらに、2022 年 W 杯決勝の PK 戦においてアルゼンチ

ンの一人目メッシはパネンカに近いようなコロコロのキックを真ん中に決めたが、フラン

ス代表 GK ウーゴ・ロリスはそれによって揺さぶられ、その後のパフォーマンスに影響が

あったのではないかと思われる。 

  



 

64 

 

第３項一発勝負の PK 戦を経験させる試み 

2022 年 12 月、カタール W 杯での PK 戦敗退を踏まえた JFA の要請により、水戸市で

開催された IBARAKI Next Generation Cup では、90 分の後に試合結果に関係なく PK 戦

を行い、勝ったチームに勝点 1 が付与されるレギュレーションが導入された(U18 日本代

表が出場)。筆者は U18 日本代表の GK コーチとしてこの大会に参加したが、一つのフェ

スティバルの企画としては興味深く感じた一方で、ここでの経験が実際の緊迫した状況で

活かせるのかはまだ判断しかねる部分がある。その理由としては、まず観客が少なかった

ために緊迫した雰囲気ができなかったことがあげられる。また U18 代表に関していえば相

手が大学生だったため 90 分で疲弊し、PK 戦を戦う余力が残っていなかった。さらに今回

の対戦相手だった関東大学選抜や茨城国体選抜は失うものがなくノープレッシャーだった

ため、シュートも簡単に決めることができたのかもしれない。 

したがって今後は緊迫感のあるシチュエーション作りを工夫しながら、こうした取り組

みを拡大していくことが必要となるだろう。 

筆者も高校時代の高校選手権における PK 戦や、1995 年の J リーグにおける PK 戦の経

験が、2004 年アジア杯での PK 戦に活かされたと感じている。高校選手権では、1993 年

度全国優勝したが、県予選から PK 戦対応が求められ、準決勝鹿児島実業戦は PK 戦で勝

利した。筆者が J リーグに初出場した 1995 年はリーグ戦でも PK 戦が行われ、クラブの練

習においても PK 戦の練習が行われていた。このような環境が筆者の糧になっていたと思

われる。 

国際大会で今後日本代表が好成績を収めるための PK 指導ということを最終的に考える

のであれば、育成年代からある程度の緊張感を伴った PK 戦の経験を積んでいくことが重

要となるだろう。 

 

  



 

65 

 

第８章  総合考察 新たなトレーニングモデルの提案 

 

JFA は今後の選手育成と強化の指針として、日本サッカー協会ユースダイレクター影山

雅永氏が主導して作成した Japan`s Way を 2022 年に発表している。自分の武器

(Individuality)を持ち、様々な状況でチームの為に生かすことができる選手をテーマに各ポ

ジションにとっての望まれる選手像を掲げている。GK の分野に於いても JFA・GK プロジ

ェクトリーダーの川俣則幸氏が以下のような項目を提示している（図 14）。 

 

 

図 14  JFA 作成の Japan’s Way－GK に求められる選手像 

 

この図式では、GK に望まれる能力を戦術、テクニックスキル、メンタル、フィジカル

の 4 種類に分類し、さらにそれぞれに求められている重要なプレー項目を示している。し

かしながら本論で論じてきたように、現在の日本サッカーのＧＫ育成において必要とされ

ているのは、こうした目標を具体的にどのように達成していくのかという方法論の部分で

ある。これまで示してきたように、本論の目的はブラジルをはじめとする世界の強豪国の

ＧＫをめぐるフィロソフィーと具体的なトレーニング方法を調査することによって、今後

の日本サッカーにおける GK 育成の具体的な方法論を提示することにある。本章ではこれ

までの各章で明らかになった知見を整理し、最後に具体的なトレーニングモデルを提示し

たい。 
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第１節 GK 育成・指導のポイント 

 以下、本論で明らかになった GK 育成・指導の要点を整理する。 

 

１．世界の強豪国の GK のトレーニングには直接・間接的に戦術的ピリオダイゼーショ

ン理論の影響が見られる。GK がビルドアップ他の攻撃的機能を果たす役割を求められる

中で、単に足元の技術というのではなく、複雑な状況判断を伴った技術の使用を身につけ

る必要がある。 

 

２．したがって、まずはフィールドプレイヤーから切り離したゴールキーパー単独の技

術練習については、フィジカル強化と技術習得が同時にできるような短時間で高強度の練

習内容に切り替えることが必要となる。そうすることでフィールドプレイヤーと合同での

トレーニング時間を確保することができる。 

 

３．戦術的ピリオダイゼーションを土台としたトレーニングにおいては、複雑性の調整

が重要となる。アトレチコ・ミネイロのトレーニングでも行われていたように、複数の相

手選手からプレッシャーをかけられる中で複数のパスコースから最適なものを選択すると

いった、「脳への負荷」を考慮してトレーニングを構築することが必要である。 

 

以上の結果を持って、以下に育成年代への取り組みの指針を示したい。ジュニア年代で

は FP と同様に足元の技術を獲得しておく必要があり、ジュニアユースでは GK 特有の技

術習得と基本動作の獲得、ユースでは戦術理解とフィジカル強化といった段階的な指導を

行うことが望ましいと考える。このような観点から、理想的なトレーニングモデルを提案

する。 
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第２節 新たな練習内容の提案 

以下に毎週末に試合が行われると想定した 1 週間の練習メニューを提案する。 

 

第１項練習のスケジュール(曜日別) 

表 30 練習のスケジュール(曜日別) 

 

 

 週末の試合に向けて火曜日に GK 専用の練習が 60 分の日、水曜日が 30 分の日の 2 種

類の練習メニューが必要である。 

 

第２項GK 専用練習(火曜日) 

火曜日を想定したメニューが表 31 である。GK 専用の 60 分メニューであるが、以下の

工夫により新たな GK の役割に対応した練習内容を追加しても従来の練習時間は変わらな

い。 

①従来長めに取っていた準備の段階に別途行っていた一部の筋トレを組み込むことや②

シュートストップにおいて実践形式に近い高強度の練習内容に変えることで、技術とフィ

ジカルの両面の練習を可能とする。これにより従来行っていた基礎的な筋トレやフィジカ

ルの時間を削減でき、攻撃への切替えのためのボールキャッチからスローイングやロング

フィードを行うビルドアップの技術練習の時間を確保することが可能となる。 

 

月 火 水 木 金 土・日

オフ
GK練習(60分)
試合形式(30分)

GK練習(30分)
GK・FP合同練習

(30分)
試合形式(30分)

試合形式
(90分)

セットプレー
戦術確認

(90分)
試合
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表 31 GK 専用練習メニュー(火曜日) 

 
  

従来の練習内容 時間 新たな練習内容
【準備(20分)】
ストレッチ

ウォーミングアップ

5 【準備(15分)】
ウォーミングアップ
筋力トレーニング

10
15
20 【ボール有りフィジカル(15分)】

ステップからのキャッチング【ボール無しフィジカル(15分)】
筋力トレーニング

器具を使ったジャンプ・スプリント

25
30
35 【シュートストップ(15分)】

連続のシュートストップ
様々な距離・角度からのシュートストップ

【ボール有りフィジカル(10分)】
ステップからのキャッチング

シュートストップ

40

45

【シュートストップ(10分)】
シュートストップ

50 【ポゼッション(10分)】
GK同士のポゼッション55

【クールダウン(5分)】 60 【クールダウン(5分)】
合計60分 合計 合計60分
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第３項全体練習と GK 専用練習(水曜日) 

次に水曜日を想定し 90 分の練習時間を提案する。表 32 のようにそのうち 30 分が GK

専用の練習、60 分が全体練習である。海外では全体トレーニングが始まる前に GK に特化

した練習を行い、テクニック、フィジカル、戦術的な要素を取り入れたトレーニングを行

った後に、全体練習では FP と同様の攻撃・守備のトレーニング、ゲーム形式の戦術的な

トレーニングを行っているチームもあると聞いている。そこで、全体練習の前に 30 分の

GK 専用練習を次の通り考えた。 

30 分の GK 専用練習では、ボールを使わないフィジカルトレーニングは行わず、GK の

基本技術の確認とシュートストップ等の高強度のトレーニングを重視し、最後に GK 同士

でポゼッションの練習を行う。60 分の全体練習では、①8 対 7 の数的優位な状態で GK に

対し相手選手からのハイプレッシャーがかかる状態でのビルドアップの練習(図 15)や、②

5 対 5 のシュートゲームでは攻撃の局面では GK を起点としたポゼッションやビルドアッ

プ、守備の局面では相手からシュートを受けるような攻守の展開の早い状況を想定した実

践形式の練習を行う内容とした。(図 16) 

 

  

表 32 GK 専用練習と全体練習のメニュー(水曜日) 

 

 

項目 時間 内容

GK専用
(30分)

準備 3分 ストレッチ、ウォーミングアップ、

技術練習(攻撃・守備) 10分 パス、コントロール、キック・キャッチング、セービング

試合状況(守備) 12分 シュートストップ、1対1、クロスに対する守り方

攻撃 5分 GK同士のポゼッション、キャッチからのスローイング＆キック

全体練習
(60分)

ポゼッション 15分

【GKを含めた8対7のビルドアップのトレーニング】

相手FWにGKがハイプレッシャーをかけられた状態で
ボールポゼッションを行う練習

ポゼッション
シュートストップ

15分

【5対5のシュートゲーム】

2分ローテーションで
ボールポゼッションとシュートストップを行う

ゲーム 30分 11対11のゲーム



 

70 

 

 

図 15 GK を含めた 8 対 7 のビルドアップのトレーニング 

相手の FW は GK にプレッシャーを掛ける。白チームは味方とパスを繋ぎながら 2 つの

カラーコーンのどちらかを目指す。 

 

 

図 16  5 対 5 のシュートゲーム 

GK

G
KG

K
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プレー時間は約 2 分。時間と空間がない状況の中、味方と連携しビルドアップに関わ

り、シュートストップ、1 対 1 の場面が多くトレーニングの負荷が高い想定 

第３節 本練習メニューの実施対象 

第 3 章で日本の高校生年代の GK の選手において攻撃の起点となるプレーに課題がある

ことを示したように、本章で提示した練習メニューは高校生年代以降のカテゴリーでの使

用を想定した。攻撃的な戦術を取るチームであれ、守備的な戦術を取るチームに関係なく

最低限取り入れるべき内容であると考える。特に、現代サッカーにおける GK の役割の変

化に伴い GK が習得すべき技術が増えている状況であるが、上記に示した通り練習時間を

増やすのではなく、高強度のトレーニングをベースにしながら新たなスキルを習得するよ

うな練習メニューの組み立て方が重要であると考える。 

第４節 ジュニア年代の取り組み 

ジュニア年代ではゴールを守る技術よりもフィールドプレイヤーと同様の足元の技術を

獲得することを重視し、ジュニアユースでは GK 特有の技術習得、基本動作の獲得、ユー

スでは戦術理解、フィジカル強化といった段階的な技術の獲得ができるような環境の提供

や指導を行うことが望ましいと考える。GK は他のポジションの選手と異なり専門化が遅

い種目とも言える。W 杯で優勝メンバーの GK であるフィジョール氏が中学までボランチ

の選手であったように、フィールドプレイヤーを経験した選手が GK で将来活躍できる可

能性が、GK の役割が変化した現代サッカーにおいてはより高まることが予想される。 

第５節 本研究の限界 

本研究で各国の育成年代の考え方までは把握できたが、育成段階に応じたトレーニング

メニューといった具体的な内容までは明らかにできていない。また、本研究で提示した練

習メニューは一案であり、現場での実践を通じて今後、改善を行う必要がある。 
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第９章 結論 

現代サッカーにおいては GK の役割が大きく変化し、練習すべき内容も増加しており、

世界の強豪国ではクラブ単位でトップから育成年代まで新しい練習内容が落とし込まれて

いた。世界のトレンドに遅れないためにも、トップから育成年代に至るまで新たなトレー

ニング内容の導入が必要であり、その一例として新たな練習方法を提示した。 
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